
　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0001

A201200193

2012-0583

2012/05/26

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品のＵＳＢコネクター
及びリセットホール側が焼損していた。○バッ
テリーセルに、５か所の穴が認められ、その内
の３か所は背面リセットホールの後方、２か所
は側面であった。○リセットボタンを押すだけ
では、セルに加重はかからない構造であった。
○再現実験の結果、外部からバッテリーセルに
対して針を用いて加重を加えたところ、発火が
認められた。●当該製品のバッテリーセルが焼
損していたことから、バッテリーセルの内部短
絡により発火もしくは外部より圧力が加わった
ことで出火したものと推定されるが、使用状況
が不明のため、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/06/08)ルーター（パソコン周辺
機器）

（株）光通信

ＭｏｂｉｌｅＣｕｂｅ　Ｉ
ＭＷ－Ｃ９１０Ｗ

( 火災 )

A201200335

2012-1076

2012/07/24

(事故発生地)

千葉県

　火災が発生し、現場に当該製品があっ
た。

　調査の結果、○当該製品は焼損が著しく、残
存していたファンモーター及び首振りモーター
に出火の痕跡は認められなかった。○残存して
いた内部配線に、溶融痕は認められなかった。
○他の部品については、焼損が著しく確認でき
なかった。●当該製品は焼損が著しく、基板等
の確認できない部品があることから、製品起因
か否かも含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/08/07)冷風機

タイコー商事（株）

ＡＣＦ－２０３／Ｗ（アル
ファックス・コイズミ株式
会社ブランド）

( 火災 )

A201200339

2012-1079

2012/07/27

(事故発生地)

東京都

　当該製品で視聴中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の外観には異常は認
められなかった。○当該製品のバックカバーの
内側に異常は認められなかった。○偏向ヨーク
の回路基板に一部焼損が認められ、焼損部はコ
イルの端子のはんだ部周辺であった。○他の部
品に異常は認められなかった。○外郭の天面及
び製品内部に液体が垂れた痕跡が認められた。
○通風口及び製品内部にホコリの堆積が認めら
れた。●当該製品の偏向ヨークの回路基板上に
使用しているコイルのはんだ部分が異常発熱も
しくは内部に液体等が浸入したため放電し、基
板の一部を焼損したものと推定されるが、使用
状況が不明のため、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/08/08)テレビ（ブラウン管型）

ソニー一宮（株）（現　ソ
ニーイーエムシーエス（株
））

ＫＷ－２８ＨＤＦ７

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0002

A201200481

2012-1506

2012/09/17

(事故発生地)

福井県

　住宅１棟を全焼する火災が発生し、現
場に当該製品があった。

　調査の結果、○当該製品は、全体的に焼損が
著しく、ふたなどの樹脂部分は溶融・焼失し、
内部には落下物が入り込んでいた。○溶融樹脂
の中に埋もれていた電源基板及びコントロール
基板などの電気部品に出火の痕跡は認められな
かった。○当該製品の電源コードは、本体背面
の取り出し口で断線しており、断線部から先の
電源コードと電源プラグは確認できなかった。
○当該製品背面の床面が著しく焼損していた。
●当該製品は焼損が著しく、確認できない部品
があることから、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/09/28)電気洗濯機

東芝家電製造（株）（現　
東芝ホームアプライアンス
（株））

ＡＷ－７０ＧＣ

( 火災 )

A201200519

2012-1680

2012/10/04

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は著しく焼損してお
り、樹脂部は全て焼失していた。○ファンモー
ター用コンデンサーの内部に溶融痕が認められ
たが、溶融痕には大きな気泡があり、一次痕か
二次痕かの特定はできなかった。○ファンモー
ターのリード線にも多数の溶融痕が認められた
が二次痕であった。○温度調節器の接点部、風
量制御スイッチ、周波数切替スイッチは未回収
で確認できなかった。●当該製品の運転コンデ
ンサー内部に溶融痕が認められたが、溶融痕に
は大きな気泡があり一次痕か二次痕かの特定が
できず、未回収で確認できない部品もあること
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/10/16)エアコン

三菱電機（株）

ＭＳ－３５ＳＣ

( 火災 )

A201200531

2012-1703

2012/10/09

(事故発生地)

東京都

　当該製品を焼損する火災が発生し、１
名が火傷を負った。

　調査の結果、○当該製品の外郭は、ほぼ焼失
していた。○樹脂の溶融物からプリント基板、
ファン電動機、変圧器、端子盤が確認されたが
、いずれも出火した痕跡は認められなかった。
○電源コードの電源プラグの栓刃から約１０ｃ
ｍの位置のコード部分に短絡痕が認められたが
、二次痕と推定された。○電源プラグの栓刃接
続部には出火の痕跡は認められなかった。○表
示用基板、ステッピング電動機（スイング用電
動機）は焼失していた。●当該製品の残存した
電気部品には出火した痕跡は認められなかった
が、焼損が著しく、未回収部品もあることから
製品起因か否かも含め、原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/10/19)エアコン

ダイキン工業（株）

ＡＮ２２０７Ｘ－Ｗ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0003

A201200533

2012-1705

2012/10/10

(事故発生地)

大阪府

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は上部の蓋、操作パ
ネル等が焼損により脱落した状態であり、金属
製の外郭の正面から両側面にわたって焼損して
いた。○当該製品の電源基板に接続される内部
配線が、基板上のコネクターから約５ｃｍの位
置で断線し、断線部に溶融痕が認められたが、
一次痕か二次痕かの特定はできなかった。○他
の電気部品に出火の痕跡は認められなかった。
○当該製品の電源プラグはコンセントに接続さ
れていたが、事故時は使用されていなかった。
●当該製品の残存部品に出火の痕跡は認められ
なかったが、内部配線の溶融痕が一次痕か二次
痕か特定できなかったことから、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/10/19)電気洗濯機

東芝ホームアプライアンス
（株）

ＡＷ－４２ＳＧ

( 火災 )

A201200537

2012-1759

2012/10/04

(事故発生地)

広島県

　建物を全焼する火災が発生し、現場に
当該製品があった。

　調査の結果、○当該製品は、レベルスイッチ
（ポンプへの電源供給を制御する装置）、自動
運転ユニット、ポンプ部で構成されていた。○
レベルスイッチは著しく焼損し、制御基板及び
マグネットスイッチ部の一部のファストン端子
は確認できず、確認できたファストン端子に溶
融痕が認められたが、接続箇所は不明であり、
一次痕か二次痕かどうかも特定できなかった。
○その他の残存した電気部品には、出火の痕跡
は認められなかった。●当該製品のレベルスイ
ッチの焼損が著しく、制御基板及び一部のファ
ストン端子が確認できなかったことや、ファス
トン端子に溶融痕が認められたことから、製品
起因か否かも含め原因の特定はできなかった。

　引き続き同様の事故発生について、注視
していくとともに、必要に応じて、対応を
行うこととする。

(受付:2012/10/22)電気ポンプ（井戸用）

（株）川本製作所

ＵＦ２－１１００

( 火災 )

A201200544

2012-1779

2012/08/13

(事故発生地)

福島県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品のモーターの始動用
コンデンサーは焼損が著しく、ケース及び内容
物の一部が確認できなかった。○Ｘ線観察の結
果、確認できた当該コンデンサーの内容物には
、内部短絡等の出火の痕跡は認められなかった
。○モーターのコイル及び配線、本体下部台座
内のコントロール基板に溶融痕等の出火の痕跡
は認められなかった。○電源コードの断線部に
溶融痕が認められたが、溶融痕解析の結果、二
次痕と推定され、電源プラグについても出火の
痕跡は認められなかった。●当該製品の回収さ
れた電気部品には出火の痕跡は認められなかっ
たが、モーターの始動用コンデンサーの一部が
確認できなかったことから、製品起因か否かも
含めて、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/10/25)扇風機

森田電工（株）（現　（株
）ユーイング）（（株）ダ
イエーブランド）

ＣＦ－３０ＭＴ９９（株式
会社ダイエーブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0004

A201200574

2012-1951

2012/09/14

(事故発生地)

石川県

　建物を全焼する火災が発生し、現場に
当該製品があった。

　調査の結果、○当該製品は、約３７年前に製
造された製品であった。○当該製品は焼損が著
しく、電流ヒューズ等の電気部品が確認ができ
なかった。○コンデンサーは、外郭が焼損し、
炭化した素子のみが残存していたが、残存部か
らは出火の痕跡は認められなかった。○残存す
る内部配線、電源コード等の電気部品に出火の
痕跡は認められなかった。●当該製品は、焼損
が著しく、確認できない部品もあることから、
製品起因か否かを含め、事故原因の特定に至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/11/02)扇風機

松下精工（株）（現　パナ
ソニック　エコシステムズ
（株））

不明（Ｆ－３０Ｅ１Ｅ、ま
たはＦ－３０Ｅ１Ｆ）

( 火災 )

A201200637

2012-2165

2012/10/20

(事故発生地)

石川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は、前面及び右側面
の焼損が著しかった。○前面側内部配線の断線
箇所に溶融痕が認められたが、一次痕、二次痕
の特定はできなかった。○焼損した前面側に設
置された、タイマースイッチユニット及びユニ
ットに接続される内部電線が未回収で確認でき
なかった。○ヒーターや送風ファン用ＡＣモー
ター等の電気部品から出火した痕跡は認められ
なかった。●当該製品は焼損が著しく、確認で
きない部品があることから、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/11/28)食器乾燥機

三菱電機ホーム機器（株）

ＴＫ－ＴＳ６Ｓ

( 火災 )

A201200689

2012-2367

2012/12/02

(事故発生地)

東京都

　飲食店で当該製品を使用中、当該製品
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は背面外郭の電源接
続部周辺が焼損していたが、電源線接続部に接
触不良の痕跡は認められなかった。○内部基板
は焼損が著しく、電源線接続部の基板リード端
子には溶融痕が認められた。○基板に取り付け
られているボリューム、コンデンサー、トライ
アック、チョークコイルは残存していたが、落
雷対策のサージアブソーバーは確認できなかっ
た。●当該製品の電源線接続部の基板リード端
子に溶融痕が認められることから、リード端子
に短絡スパークが発生し出火に至ったものと考
えられるが、基板の焼損が著しく、確認できな
い部品もあるため、製品起因か否かも含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/12/17)調光器

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＷＮ５７５２５９

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0005

A201200705

2012-2386

2012/12/09

(事故発生地)

北海道

　建物を全焼する火災が発生し、現場に
当該製品があった。

　調査の結果、○当該製品は焼損が著しく、制
御基板等が確認できなかった。○ヒーター部の
発熱体は溶融し、発熱体が巻かれていたステン
レスパイプ（内部を湯が通過）に穴が開き周囲
に発熱体の溶融痕が多数認められた。○回収さ
れた電源コードに溶融痕は認められなかったが
、途中で断線し一部確認できなかった。●当該
製品は、ヒーター部の発熱体が溶融しステンレ
スパイプに穴開きが認められたが生成メカニズ
ムが不明であること、焼損が著しく電源コード
の一部及び制御基板等の確認ができない電気部
品があることから、製品起因か否かも含め、原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/12/20)浴槽用温水循環器（２４
時間風呂）

昭和鉄工（株）

ＳＡ－２４

( 火災 )

A201200737

2012-2470

2012/12/05

(事故発生地)

北海道

　屋外の異常に気付き確認すると、当該
製品及び周辺を焼損する火災が発生して
いた。

　調査の結果、○当該製品は全体に焼損が著し
く、本体外郭左右側面の焼損状態から、本体下
部から上部方向に向かって焼損していった痕跡
が認められた。○電装箱内に収納されていた運
転コンデンサーは、焼損が著しく原形を留めて
おらず、霜取りタイマーについては確認できな
かった。○その他の電気部品（コンプレッサー
、ＰＴＣサーミスター、過負荷リレー、始動コ
ンデンサー等）には、溶融痕等の出火の痕跡は
認められなかった。●当該製品の回収された電
気部品からは溶融痕等の出火の痕跡は認められ
なかったものの、運転コンデンサーは焼損が著
しく原形を留めておらず、霜取りタイマーにつ
いては確認ができなかったことから、製品起因
か否かも含め原因の特定はできなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/12/28)電気冷蔵庫

三洋電機（株）（日本電気
（株）ブランド）

ＮＲ－Ｄ３２３－Ｈ（日本
電気株式会社ブランド）

( 火災 )

A201200744

2012-2462

2012/12/20

(事故発生地)

岩手県

　当該製品を使用中、異臭に気付き確認
すると、当該製品を焼損する火災が発生
していた。

　事故原因は、当該製品のヒーターが過熱した
際に安全装置等を制御しているコントローラー
が作動しなかったため、ヒーター上部のカバー
が溶融し出火したものと考えられるが、コント
ローラーに異常が認められなかったことから、
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/12/28)ラインヒーター

エナーテック（株）

ＵＥＨ－４

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0006

A201200827

2012-2944

2013/01/11

(事故発生地)

千葉県

　携帯電話を当該製品に接続して充電中
、当該製品から発煙し、当該製品を焼損
する火災が発生した。

　事故発生時の状況及び当該製品の確認ができ
ないため、調査できなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/01/25)直流電源装置（携帯電話
機用）

（有）アップルジャパンホ
ールディングス（現　Ａｐ
ｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（同）
）

ＭＢ３５２Ｊ／Ｂ

( 火災 )

A201200841

2012-2953

2012/09/03

(事故発生地)

福島県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。(A201200426 と同一事故)

　調査の結果、○当該製品は電気給湯機の給水
、給湯配管に取り付けられていた。○当該製品
の電源コードと発熱帯電極線を接続するカシメ
付近の電極線が断線し溶融痕が認められたが、
一次痕か二次痕かの特定はできなかった。●当
該製品の発熱帯電極線の溶融痕付近から出火し
た可能性が考えられたが、一次痕か二次痕かの
判断ができず、製品起因か否かも含め事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/01/29)凍結防止用ヒーター

（株）小口製作所（日本電
熱（株）ブランド）

ＳＸ－１．５（日本電熱株
式会社ブランド）

( 火災 )

A201200855

2012-2978

2013/01/14

(事故発生地)

埼玉県

　建物を全焼する火災が発生し、現場に
当該製品があった。

　調査の結果、○当該製品は使用中で、当該製
品周辺の焼損が著しかった。○当該製品は焼損
が著しく、ファンモーター、熱交換器の一部、
制御基板の金属カバー及び据付板が残っている
だけであった。○残存するファンモーターに出
火の痕跡は認められなかったが、制御基板等が
配置されている部位の背面に位置する取付板に
著しい焼損が認められた。●当該製品の焼損が
著しく、基板等の確認できない部品があること
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/01)エアコン

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＣＳ－Ｊ２５１Ａ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0007

A201200862

2012-3018

2013/01/11

(事故発生地)

京都府

　浴室で当該製品を使用中、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の外郭ケースは全体
に焼けが酷く塗装が剥げている部分があり、特
に電源入力線と反対側の焼損が著しく、その部
分のヒーター線内蔵ガラスパネルは長さ約５０
ｃｍが欠落・消失していた。○内部配線は断線
していたが、溶融痕はなく発火の痕跡は認めら
れなかった。また、内部配線を接続している閉
端接続子及びファストン端子に異常は認められ
ず、発火の痕跡は認められなかった。○当該製
品の温度ヒューズは短絡されていたが、誰が改
造を行ったのか不明であった。●当該製品はヒ
ーター線でスパークが発生したことによる局部
過熱によって出火したものと推定されるが、発
火源と推定されるガラスパネルが広く欠落・消
失しており、また、誰が温度ヒューズを短絡し
たのか不明であることから、製品起因か否かを
含め事故原因の特定に至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/04)パネルヒーター

（株）インターセントラル

ＳＰＷ－２００２Ｃ

( 火災 )

A201200889

2012-3052

2013/01/28

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を焼損する火災が発生した。
（A201201015と同一事故）

　調査の結果、○当該製品のカーペット部分に
焼損及び焼失が認められた。○当該製品の焼失
部分のヒーター線に断線及び焼失が認められた
。○ヒーター線の残存部に溶融痕は認められな
かった。○制御基板及びコントローラーに出火
した痕跡は認められなかった。○制御基板の温
度ヒューズは溶断していた。●当該製品の残存
部品に出火した痕跡は認められなかったが、ヒ
ーター線の一部が焼失していることから、原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/08)電気カーペット

三京（株）

ＨＴ－２０

( 火災 )

A201200903

2012-3125

2013/02/03

(事故発生地)

東京都

　当該製品を充電中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品及び周辺を
焼損した。

　調査の結果、当該製品のバッテリーセル内部
に製造上の不具合があったため、充放電の繰り
返しによってセル内部の絶縁性が低下し、バッ
テリーが内部短絡を起こし過熱に至ったものと
推定される。

　Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ合同会社は、平
成２３年１１月１２日、当該製品の使用の
中止及び製品交換を行う旨をホームページ
で公表するとともに、平成２３年１１月
１４日及び平成２５年３月１５日、登録ユ
ーザーに同内容を周知する電子メールを送
付している。さらに、平成２５年１０月
２３日以降、同社のソフトウェア（ｉＴｕ
ｎｅｓ）を使用し、対象機種をパソコンに
接続した使用者に対して無償で製品交換を
行っている旨周知している。

(受付:2013/02/13)携帯型音楽プレーヤー

（有）アップルジャパンホ
ールディングス（現　Ａｐ
ｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（同）
）

ｉＰｏｄ　ｎａｎｏ　ＭＡ
１０７Ｊ／Ａ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0008

A201200932

2012-3178

2013/01/29

(事故発生地)

北海道

　建物を全焼する火災が発生し、現場に
当該製品があった。

　調査の結果、○事故現場に、当該製品と特定
できるものは残存していなかった。●当該製品
は残存しておらず、調査できないことから、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/19)電気乾燥機（靴用）

カールテクノ（株）

ＣＳＳ－５００

( 火災 )

A201200937

2012-3194

2013/01/11

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品が置かれていた床面
が焼け落ちていた。○当該製品は焼損が著しく
、アルミ製反射板は下部が溶融していた。○電
源コードは本体側コードプロテクター部で断線
していた。○電源スイッチや接続端子に出火の
痕跡は認められなかった。○電源コードの残存
する被覆に、硬化やひび割れ等の劣化の痕跡は
認められなかった。●当該製品の電源コードの
本体側コードプロテクター部に断線が認められ
ることから、電源コードに外力が加わったこと
により、コード芯線が断線・スパークし出火し
た可能性が考えられるが、詳細な使用状況が不
明のため、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/21)電気ストーブ

ＧＡＣ（株）（旧　ゼネラ
ルエアコン（株））（（株
）デンソーブランド）

７ＦＣ（株式会社デンソー
ブランド）

( 火災 )

A201200974

2012-3273

2013/02/09

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品の樹脂製外郭は、焼
損により溶融し原形を留めていなかった。○当
該製品の電源コード、内部配線、ヒーター線、
ファンモーター、サーモスタット等の安全装置
に溶融痕等の出火の痕跡は認められなかった。
○焼損が著しく電源スイッチ部は確認できなか
った。●当該製品の回収された電気部品に溶融
痕等の出火痕跡は認められなかったものの、焼
損が著しく電源スイッチ部が確認できなかった
ことから、製品起因か否かも含めて、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/01)電気温風機

森田電工（株）（現　（株
）ユーイング）

ＭＳ－６０１ＭＦ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0009

A201200975

2012-3274

2013/02/16

(事故発生地)

三重県

　当該製品を使用して就寝中、異常に気
付き確認すると、当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生していた。

　調査の結果、○当該製品を就寝時に使用し、
当該製品が布団の上に倒れ布団が焼損していた
。○当該製品は台座が組立式で、本体を台座に
はめ込んだ際に、転倒時ＯＦＦスイッチが台座
底面から出るものであるが、転倒時ＯＦＦスイ
ッチが台座底面から出ていなかった。○転倒Ｏ
ＦＦスイッチは使用時に引っ掛かる構造ではな
く、転倒ＯＦＦスイッチが台座表面から出てい
れば、転倒時に通電は停止した。○当該製品の
安定性に問題はなかった。●当該製品を就寝時
に使用して転倒させたことと、転倒時ＯＦＦス
イッチが底面から出ていなかったことから、通
電が継続し布団が焼損したものとの考えられる
が、転倒時ＯＦＦスイッチが底面から出ていな
かった原因は、詳細な使用状況等が不明のため
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/01)電気ストーブ（ハロゲン
ヒーター）

森田電工（株）（現　（株
）ユーイング）

ＫＳ－８１６ＲＳ

( 火災 )

A201200999

2012-3362

2013/02/21

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、１名が負傷した。

　調査の結果、○当該製品は敷毛布及び敷毛布
の接続プラグ外郭樹脂部は焼失し、接続プラグ
近辺のコード被覆も焼損し、電源コードプロテ
クター部付近に焼けが認められたが、それ以外
の部分には外観上異常は認められなかった。○
接続プラグの接続ピンカシメ部に異常は認めら
れず、Ｘ線写真から電源コードに異常は認めら
れず、いずれにも発火の痕跡はなかった。コン
トローラーの温度ヒューズは溶断していた。○
温度ヒューズを短絡しコントローラー基板に模
擬負荷を接続して動作試験をしたところ、正常
に通常動作し、安全回路も正常に動作した。●
当該製品はコントローラーの安全回路が正常に
動作したことから、当該製品から発火に至る可
能性は低いと考えられるが、敷毛布が焼失して
おり確認できないこと、また、外部要因による
発火の可能性も考えられることから、製品起因
であるか否かも含め、事故原因の特定はできな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/07)電気毛布

日本電熱（株）

ＡＭ－０１４３

( 火災  重傷 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0010

A201201051

2013-0019

2013/02/14

(事故発生地)

熊本県

　当該製品を使用して就寝中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生し、１名
が火傷を負った。

　調査の結果、○当該製品の毛布部全体の約１
／３が焼損していた。○ヒーター線が異常過熱
し検知線と発熱線間短絡した場合に溶断する温
度ヒューズは溶断した状態であった。○焼損箇
所のほぼ中央部のヒーター線に断線が認められ
たが、ヒーター線が一部確認できなかった。○
焼損していない部分のヒーター線に、亀裂等の
経年劣化の痕跡は認められなかった。●当該製
品の焼損箇所の中央部でヒーター線が断線した
際のスパーク等により出火した可能性があるが
、焼損が著しく、製品起因か否かも含め、原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/25)電気毛布

日本電熱（株）（三菱電機
ホーム機器（株）ブランド
）

ＳＨ－Ｒ４５０（三菱電機
ホーム機器（株）ブランド
）

( 火災  重傷 )

A201201077

2013-0109

2013/02/28

(事故発生地)

東京都

　事務所で当該製品を使用中、当該製品
から発煙し、当該製品を焼損する火災が
発生した。

　調査の結果、当該製品の電源基板上のダイオ
ードが故障したことにより、回路上のＩＣが過
熱し出火したものと推定されるが、ダイオード
が故障した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/29)デスクトップパソコン

（有）アップルジャパンホ
ールディングス（現　Ａｐ
ｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（同）
）

ＭＡ０６４Ｊ／Ａ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0011

A201300017

2013-0147

2013/03/21

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○外観は後面の焼損が著しく、
正面は両側面に比べ比較的焼け残っていたが、
上側は全体に焼損しており、上面のふたは焼失
していた。○電源コードは本体口出し部付近で
両極の素線が全断線しており、断線部に溶融痕
が認められた。○内部の電源基板（ＡＣ１００
Ｖ）は銅箔パターンの一部が焼失していたが、
基板に欠損は認められず、主要な電気部品はほ
とんど残存しており、出火した痕跡は認められ
なかった。○内部配線類は絶縁被覆が焼失し、
素線が露出していたが、断線部に溶融痕等の異
常は認められなかった。●当該製品は、本体内
部から出火した痕跡が認められなかったが、電
源コード断線部に溶融痕が認められたため、電
源コードから出火した可能性は否定できないが
、電源コードの取扱状況が確認できないことか
ら、製品起因か否かも含め事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/08)電気冷蔵庫（化粧品用）

三ツ星貿易（株）

ＣＨ－０１０５

( 火災 )

A201300040

2013-0212

2013/03/08

(事故発生地)

三重県

　当該製品のタイマーをセットして就寝
中、火災報知機が鳴動したため確認する
と、当該製品及び周辺を焼損する火災が
発生していた。

　調査の結果、○当該製品がタイマー運転中の
火災であり、当該製品周辺が著しく焼損してい
た。○当該製品は正面から見て右側面後側の焼
けが強かった。○背面の熱風循還ダクトは上部
から焼損した状況であり、ダクト右側上部に取
り付けられている乾燥用ヒーターや配線接続部
は未回収で確認できなかった。○ダクト下部の
ファンケースは外側よりも内側の焼損が著しく
、乾燥用ヒーター直下のアルミファンは著しく
溶融していた。○脱臭ヒーター、送風モーター
、攪拌モーター、内部配線、電源コード、制御
基板等に出火の痕跡は認められなかった。●当
該製品の残存部品に出火の痕跡は認められなか
ったが、当該製品は焼損が著しく、乾燥用ヒー
ター等が確認できないため、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/15)生ごみ処理機

日立アプライアンス（株）

推定（ＥＣＯ－Ｖ３０と推
定）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0012

A201300098

2013-0410

2012/11/15

(事故発生地)

岩手県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、長期使用（約１８年）により、
ヘッダーボックス内のヘッダーの配管結合部か
ら不凍液が漏れ、熱動弁の電極部分がトラッキ
ング現象により出火した可能性があるが、シー
ズン初めに不凍液漏れの修理が行われており、
修理の詳細が不明なことから、製品起因か否か
を含め、原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/09)温水床暖房機

（株）イチムラグループ（
現　イチムラ床暖房）

なし

( 火災 )

A201300117

2013-0465

2013/04/24

(事故発生地)

愛知県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は背面からみて機械
室左下の焼損が著しかった。○機械室左下の始
動用コンデンサー、コンプレッサー冷却ファン
モーター、トランスに出火の痕跡は認められな
かったが、電源コードと運転用コンデンサーは
未回収のため確認できなかった。○機械室内の
コンプレッサー等その他の電気部品に、溶融痕
等の出火の痕跡は認められなかった。●当該製
品に出火の痕跡は認められなかったが、確認で
きない部品があることから、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/16)電気冷蔵庫

（株）日立製作所（現　日
立アプライアンス（株））

Ｒ－ＣＳ４１ＸＳ

( 火災 )

A201300215

2013-0860

2013/06/14

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品を焼損、周
辺を汚損した。

　調査の結果、当該製品の電源制御用リレーが
異常発熱し、出火したものと考えられるが、リ
レーの焼損が著しく、原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/06/27)エアコン

三洋電機（株）

ＳＡＰ－２８７ＡＲ２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0013

A201300256

2013-0962

2013/04/23

(事故発生地)

京都府

　複数台設置された当該製品のうち１台
を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品の製造段階でセル電極
とインターコネクターのはんだ接続不良等によ
り接続箇所の抵抗値が増加して異常発熱し、発
火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。 　なお、シャープ株式会社
では、自社ホームページのサポートページ
において、出力の低下やモジュールガラス
の割れ等の異常に気がついたら、点検を受
けるよう注意喚起を行っている。

(受付:2013/07/11)太陽電池モジュール（太
陽光発電システム用）

シャープ（株）

ＮＤ－Ｒ１Ｃ１Ｃ

( 火災 )

A201300274

2013-1097

2013/07/10

(事故発生地)

東京都

　当該製品を他社製の充電器で充電し、
充電器から外した後、しばらくして確認
すると、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生していた。

　調査の結果、当該製品のバッテリーセル内部
に製造上の不具合があったため、充放電の繰り
返しによってセル内部の絶縁性が低下し、バッ
テリーが内部短絡を起こし過熱に至ったものと
推定される。

　Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ合同会社は、平
成２３年１１月１２日、当該製品の使用の
中止及び製品交換を行う旨をホームページ
で公表するとともに、平成２３年１１月
１４日及び平成２５年３月１５日、登録ユ
ーザーに同内容を周知する電子メールを送
付している。さらに、平成２５年１０月
２３日以降、同社のソフトウェア（ｉＴｕ
ｎｅｓ）を使用し、対象機種をパソコンに
接続した使用者に対して無償で製品交換を
行っている旨周知している。

(受付:2013/07/22)携帯型音楽プレーヤー

（有）アップルジャパンホ
ールディングス（現　Ａｐ
ｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（同）
）

ｉＰｏｄ　ｎａｎｏ　ＭＡ
００５Ｊ／Ａ

( 火災 )

A201300292

2013-1118

2013/07/06

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、異音がしたため確
認すると、当該製品から発煙し、当該製
品の内部部品を焼損する火災が発生して
いた。

　事故原因は、当該製品の長期使用（約２８年
）により、蛍光ランプ３２Ｗ用安定器の一次巻
線が絶縁劣化したため、レイヤショートが生じ
て異常発熱し、出火に至ったものと考えられる
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/07/26)照明器具

日立照明（株）（現　日立
アプライアンス（株））

ＲＰ７Ｂ６２０ＷＨ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0014

A201300294

2013-1171

2013/07/01

(事故発生地)

東京都

　当該製品を他社製音響機器に接続して
充電中、異臭がしたため確認すると、当
該製品が変形し、周辺を汚損する火災が
発生していた。

　調査の結果、当該製品のバッテリーセル内部
に製造上の不具合があったため、充放電の繰り
返しによってセル内部の絶縁性が低下し、バッ
テリーが内部短絡を起こし過熱に至ったものと
推定される。

　Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ合同会社は、平
成２３年１１月１２日、当該製品の使用の
中止及び製品交換を行う旨をホームページ
で公表するとともに、平成２３年１１月
１４日及び平成２５年３月１５日、登録ユ
ーザーに同内容を周知する電子メールを送
付している。さらに、平成２５年１０月
２３日以降、同社のソフトウェア（ｉＴｕ
ｎｅｓ）を使用し、対象機種をパソコンに
接続した使用者に対して無償で製品交換を
行っている旨周知している。

(受付:2013/07/29)携帯型音楽プレーヤー

（有）アップルジャパンホ
ールディングス（現　Ａｐ
ｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（同）
）

ｉＰｏｄ　ｎａｎｏ　ＭＡ
３５０Ｊ／Ａ

( 火災 )

A201300301

2013-1174

2013/07/22

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、異臭とともに発煙
、当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生した。

　調査の結果、当該製品の誤作動により、通電
時にスイッチが切れなくなるとともに通常の最
大出力を超える出力が基板上のトランジスター
に加わったため、トランジスターが異常発熱し
、製品内部が焼損したものと推定される。

　エレクトロラックス・ジャパン株式会社
は、平成２２年１０月から顧客リストに基
づき製品を回収するとともに修理、交換を
行っている。

(受付:2013/07/30)電気掃除機（充電式）

エレクトロラックス・ジャ
パン（株）

ＺＢ２９０４Ｘ

( 火災 )

A201300308

2013-1287

2013/07/23

(事故発生地)

東京都

　当該製品を充電中、当該製品から発煙
し、当該製品及び周辺を焼損する火災が
発生した。

　調査の結果、当該製品のリチウムイオンバッ
テリーが、充放電の繰り返しによってセル内部
の絶縁性能が低下し、内部短絡を生じて過熱、
発煙に至ったものと推定されるが、絶縁性能が
低下した原因は特定できなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/08/02)ノートパソコン

（有）アップルジャパンホ
ールディングス（現　Ａｐ
ｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（同）
）

ＭＢ４０２Ｊ／Ａ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0015

A201300369

2013-1442

2013/08/16

(事故発生地)

大阪府

　店舗で当該製品を使用中、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は、電源プラグ内の栓
刃と芯線のカシメ不良により、使用中に接触抵
抗が徐々に増加するとともに、接触不良による
過熱で周辺樹脂が炭化し、異極間短絡を生じて
出火したものと推定される。

　コーナン商事株式会社は、当該製品を含
む対象機種について、電気用品安全法で定
める安全性に係る義務を果たしていないこ
とが判明したため、製品の回収を行ってい
る。

(受付:2013/08/26)延長コード

コーナン商事（株）

ＫＭＴ０８－２７３７

( 火災 )

A201300373

2013-1444

2013/08/14

(事故発生地)

栃木県

　当該製品を充電後、しばらくして異臭
と異音がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　調査の結果、当該製品のバッテリーセル内部
に製造上の不具合があったため、充放電の繰り
返しによってセル内部の絶縁性が低下し、バッ
テリーが内部短絡を起こし過熱に至ったものと
推定される。

　Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ合同会社は、平
成２３年１１月１２日、当該製品の使用の
中止及び製品交換を行う旨をホームページ
で公表するとともに、平成２３年１１月
１４日及び平成２５年３月１５日、登録ユ
ーザーに同内容を周知する電子メールを送
付している。さらに、平成２５年１０月
２３日以降、同社のソフトウェア（ｉＴｕ
ｎｅｓ）を使用し、対象機種をパソコンに
接続した使用者に対して無償で製品交換を
行っている旨周知している。

(受付:2013/08/28)携帯型音楽プレーヤー

（有）アップルジャパンホ
ールディングス（現　Ａｐ
ｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（同）
）

ｉＰｏｄ　ｎａｎｏ　ＭＡ
３５０Ｊ／Ａ

( 火災 )

A201300388

2013-1507

2013/08/01

(事故発生地)

東京都

　事務所で当該製品の内部部品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の電源基板のＡＣイン
レットのはんだ付け不良により、はんだクラッ
クが生じてスパークが発生し、発火に至ったも
のと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/09/02)液晶ディスプレイモニタ
ー

ロジテック（株）（現　ロ
ジテックＩＮＡソリューシ
ョンズ（株）に事業譲渡）

ＬＣＭ－Ｔ１９３ＡＤ／Ｓ
（Ｓ）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0016

A201300404

2013-1530

2013/08/24

(事故発生地)

広島県

　当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品を焼損した
。

　調査の結果、当該製品のドアスイッチのファ
ストン端子のカシメ部芯線が溶断し、カシメ部
に溶融が認められたことから、カシメ部が異常
発熱し出火したものと考えられるが、カシメ部
の焼損が著しく、原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/09/05)電子レンジ

三洋電機（株）

ＥＭＯ－ＣＨ７

( 火災 )

A201300421

2013-1605

2013/08/09

(事故発生地)

神奈川県

　事業所で当該製品を焼損する火災が発
生した。

　事故原因は、当該製品のマイクロスイッチ部
で異常発熱が発生し出火に至ったものと考えら
れるが、マイクロスイッチの焼損が著しいこと
から、異常発熱した原因の特定はできなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/09/13)電子レンジ

（株）日立ホームテック（
現　日立アプライアンス（
株））

ＭＲＨ－４

( 火災 )

A201300430

2013-1642

2013/08/06

(事故発生地)

富山県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品のバッテリーセル内部
に製造上の不具合があったため、充放電の繰り
返しによってセル内部の絶縁性が低下し、バッ
テリーが内部短絡を起こし過熱に至ったものと
推定される。

　Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ合同会社は、平
成２３年１１月１２日、当該製品の使用の
中止及び製品交換を行う旨をホームページ
で公表するとともに、平成２３年１１月
１４日及び平成２５年３月１５日、登録ユ
ーザーに同内容を周知する電子メールを送
付している。さらに、平成２５年１０月
２３日以降、同社のソフトウェア（ｉＴｕ
ｎｅｓ）を使用し、対象機種をパソコンに
接続した使用者に対して無償で製品交換を
行っている旨周知している。

(受付:2013/09/20)携帯型音楽プレーヤー

（有）アップルジャパンホ
ールディングス（現　Ａｐ
ｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（同）
）

ＭＡ３５０Ｊ／Ａ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0017

A201300432

2013-1640

2013/08/31

(事故発生地)

徳島県

　当該製品を使用中、発煙に気付き確認
すると、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生していた。

　調査の結果、当該製品は、長期（約４４年）
使用により、始動用コンデンサーの絶縁性能が
低下し、内部短絡したため、出火に至ったもの
と推定される。

　三洋電機株式会社は、平成１９年８月
２５日以降、毎年、新聞広告を掲載し、ま
た、平成１９年９月からはテレビ広告を実
施するなどして、使用の中止及び製品の廃
棄を呼びかけている。

(受付:2013/09/20)扇風機

三洋電機（株）

ＥＦ－６ＤＡ

( 火災 )

A201300442

2013-1657

2013/08/27

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を充電中、異音がしたため確
認すると、当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品のバッテリーセル内部
に製造上の不具合があったため、充放電の繰り
返しによってセル内部の絶縁性が低下し、バッ
テリーが内部短絡を起こし過熱に至ったものと
推定される。

　Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ合同会社は、平
成２３年１１月１２日、当該製品の使用の
中止及び製品交換を行う旨をホームページ
で公表するとともに、平成２３年１１月
１４日及び平成２５年３月１５日、登録ユ
ーザーに同内容を周知する電子メールを送
付している。さらに、平成２５年１０月
２３日以降、同社のソフトウェア（ｉＴｕ
ｎｅｓ）を使用し、対象機種をパソコンに
接続した使用者に対して無償で製品交換を
行っている旨周知している。

(受付:2013/09/25)携帯型音楽プレーヤー

（有）アップルジャパンホ
ールディングス（現　Ａｐ
ｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（同）
）

ｉＰｏｄ　ｎａｎｏ　ＭＡ
００５Ｊ／Ａ

( 火災 )

A201300469

2013-1832

2013/10/02

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品から発煙
し、当該製品を焼損する火災が発生した
。

　調査の結果、当該製品の高圧トランスの二次
側巻線が異常発熱し、発煙に至ったものと推定
されるが、巻線が異常発熱した原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/10/10)電子レンジ

吉井電気（株）

ＡＲＥ－１７２（５）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0018

A201300476

2013-1871

2013/09/28

(事故発生地)

栃木県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品は長期使用（２４年以
上）により、モーターの軸受の潤滑油が枯渇し
、回転が不規則となってモーター内部が断続的
に高温状態になったため、モーター内部のリー
ド線が結束部で短絡し、周辺の埃に着火、延焼
したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/10/15)換気扇

松下精工（株）（現　パナ
ソニック　エコシステムズ
（株））

ＦＹ－０８ＰＴ

( 火災 )

A201300483

2013-1872

2013/10/05

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故原因は、当該製品の長期使用（約２３年
）により、庫内冷却用ファンモーターのリード
線接続部の不具合、若しくはファンモーター内
部の短絡により、出火に至ったものと考えられ
る。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/10/16)電気冷蔵庫

三菱電機（株）

ＭＲ－Ｂ５０Ｆ

( 火災 )

A201300516

2013-2112

2013/10/22

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、異音がしたため確
認すると、当該製品を焼損する火災が発
生していた。

　事故原因は、当該製品の内部配線が断線し、
スパークにより火災に至ったものと考えられる
が、断線した原因が不明なことから、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定はできなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/11/01)電気冷蔵庫

三菱電機（株）

ＭＲ－Ｚ４２９Ｊ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0019

A201300526

2013-2145

2013/10/26

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品のコントローラーに内
蔵されているリレー基板とコントローラーケー
スとの間のスペースに余裕が少ないため、コン
トローラーケースの上を踏まれるなど、上面か
らの局部的な繰り返しの外力が加えられること
により、リレー端子部に応力が加わり、リレー
端子のはんだ接続部に接触不良が発生し、異常
過熱したものと推定される。

　松下電器産業株式会社（現　パナソニッ
ク株式会社）は、平成２６年４月１７日に
ホームページへの情報掲載を行うとともに
、翌４月１８日に新聞社告を掲載し、当該
製品を含む対象製品について無償で対策部
品との交換を実施している。

(受付:2013/11/07)電気カーペット

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＤＣ－３Ｇ２

( 火災 )

A201300531

2013-2147

2013/10/30

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故原因は、当該製品のバッテリーパックの
電池セルで内部短絡が生じ、発火したものと考
えられるが、内部短絡が発生した原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/11/08)ノートパソコン

ＮＥＣパーソナルプロダク
ツ（株）（現　ＮＥＣパー
ソナルコンピュータ（株）
）

ＰＣ－ＶＪ１２ＦＣＨＥＸ

( 火災 )

A201300551

2013-2234

2013/10/29

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品のコントローラーに内
蔵されているリレー基板とコントローラーケー
スとの間のスペースに余裕が少ないため、コン
トローラーケースの上を踏まれるなど、上面か
らの局部的な繰り返しの外力が加えられること
により、リレー端子部に応力が加わり、リレー
端子のはんだ接続部に接触不良が発生し、異常
過熱したものと推定される。

　松下電器産業株式会社（現　パナソニッ
ク株式会社）は、平成２６年４月１７日に
ホームページへの情報掲載を行うとともに
、翌４月１８日に新聞社告を掲載し、当該
製品を含む対象製品について無償で対策部
品との交換を実施している。

(受付:2013/11/19)電気カーペット

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＤＣ－３Ｇ２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0020

A201300557

2013-2262

2013/10/23

(事故発生地)

東京都

　当該製品を充電中、異臭がしたため確
認すると、当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品のバッテリーセル内部
に製造上の不具合があったため、充放電の繰り
返しによってセル内部の絶縁性が低下し、バッ
テリーが内部短絡を起こし過熱に至ったものと
推定される。

　Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ合同会社は、平
成２３年１１月１２日、当該製品の使用の
中止及び製品交換を行う旨をホームページ
で公表するとともに、平成２３年１１月
１４日及び平成２５年３月１５日、登録ユ
ーザーに同内容を周知する電子メールを送
付している。さらに、平成２５年１０月
２３日以降、同社のソフトウェア（ｉＴｕ
ｎｅｓ）を使用し、対象機種をパソコンに
接続した使用者に対して無償で製品交換を
行っている旨周知している。

(受付:2013/11/21)携帯型音楽プレーヤー

（有）アップルジャパンホ
ールディングス（現　Ａｐ
ｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（同）
）

ｉＰｏｄ　ｎａｎｏ　ＭＡ
００４Ｊ／Ａ

( 火災 )

A201300572

2013-2321

2013/10/10

(事故発生地)

愛知県

　当該製品で充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品内蔵のリチウムイオン
電池が異常発熱したため、破裂、発火に至った
ものと推定されるが、焼損が著しいため、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/11/28)リチウムイオンバッテリ
ー（携帯電話機用）

（株）ハロッズ

ＰＢ１００２

( 火災 )

A201300582

2013-2323

2013/11/18

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品内部の電装部品や配線
材料等に発火の形跡が認められなかったが、イ
ンバーター基板の焼損が著しく消失している部
分があるため、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/11/29)エアコン（室外機）

三菱重工業（株） 

ＳＲＣ２２ＰＣ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0021

A201300597

2013-2439

2013/11/25

(事故発生地)

神奈川県

　異音と異臭がしたため確認すると、当
該製品及び周辺を焼損する火災が発生し
ていた。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約１７年
）により、蛍光灯用安定器の一次側巻線が絶縁
劣化したため、レイヤショートが生じて異常発
熱し、焼損・火災に至ったものと考えられる。
　　なお、事故発生以前の約１年間は、当該製
品の蛍光灯２灯のうち１灯を取り外して使用し
ていたことも事故発生に影響したものと考えら
れる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/05)照明器具

三洋電機（株）

ＫＬＴ－ＵＦ７２７２

( 火災 )

A201300598

2013-2440

2013/11/24

(事故発生地)

石川県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品のコネクター内部にお
いて、ほこりの付着等によりトラッキング現象
が生じて出火した可能性も考えられるが、始動
リレー、コンデンサー等の電気部品の確認がで
きず、また、詳細な使用状況等も不明のため、
製品起因か否かを含め、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/05)電気冷蔵庫

松下冷機（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＮＲ－Ｇ５３Ｋ１

( 火災 )

A201300611

2013-2467

2013/11/20

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品のコントローラーに内
蔵されているリレー基板とコントローラーケー
スとの間のスペースに余裕が少ないため、コン
トローラーケースの上を踏まれるなど、上面か
らの局部的な繰り返しの外力が加えられること
により、リレー端子部に応力が加わり、リレー
端子のはんだ接続部に接触不良が発生し、異常
過熱したものと推定される。

　松下電器産業株式会社（現　パナソニッ
ク株式会社）は、平成２６年４月１７日に
ホームページへの情報掲載を行うとともに
、翌４月１８日に新聞社告を掲載し、当該
製品を含む対象製品について無償で対策部
品との交換を実施している。

(受付:2013/12/09)電気カーペット

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＤＣ－２５Ｇ２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0022

A201300615

2013-2471

2013/10/10

(事故発生地)

北海道

　飲食店で当該製品が破裂・焼損し、１
名が火傷を負った。

　調査の結果、当該製品の内蔵リチウム電池の
不具合により、内部短絡を生じて焼損し、火傷
を負ったものと推定される。

　株式会社トップランド及び株式会社セブ
ン‐イレブン・ジャパンは、当該製品を含
む対象製品について、平成２６年７月８日
からホームページに情報掲載を行うととも
に、同日に新聞社告を掲載し、製品回収・
返金を実施している。さらに、株式会社セ
ブン‐イレブン・ジャパンでは、店舗での
店頭告知を行い、製品回収・返金を行って
いることを周知している。

(受付:2013/12/10)充電器（スマートフォン
用）

（株）トップランド（（株
）セブン‐イレブン・ジャ
パンブランド）

ＬＡ－２６００Ｋ（（株）
セブン－イレブン・ジャパ
ンブランド）

( 重傷 )

A201300616

2013-2472

2013/11/16

(事故発生地)

奈良県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を溶融した。

　調査の結果、当該製品内部の基板上の部品が
異常発熱し、外郭樹脂を溶融したものと推定さ
れるが、異常発熱が生じた原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/10)充電器（スマートフォン
用）

（株）ＪＶＣケンウッド

ＺＭ－ＭＢ１８０

( 火災 )

A201300639

2013-2554

2013/11/20

(事故発生地)

奈良県

　当該製品から発煙し、当該製品及び周
辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は、長期使用（約２７
年間）により、刃受金具の酸化及び刃受間の距
離が開いたため、接続されていた延長コードプ
ラグの栓刃との接続部で接触不良が生じて異常
発熱に至ったものと推定される。　なお、当該
製品の接続可能な最大電力（１５００Ｗ）を超
えて使用していたことも事故発生に影響したも
のと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/19)コンセント

神保電器（株）

１０５３

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0023

A201300646

2013-2596

2013/12/13

(事故発生地)

和歌山県

　店舗控室で当該製品を充電中、当該製
品の電池が破裂し、周辺を焼損した。

　調査の結果、当該製品のバッテリーが異常発
熱したため、バッテリーが破裂し周辺を焼損し
たものと推定されるが、焼損が著しいため、異
常発熱した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/24)ポータブルＤＶＤプレー
ヤー

ビエスタイル（株）

ＰＤＶ１０１

( 火災 )

A201300655

2013-2626

2013/12/06

(事故発生地)

宮城県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品の出力切換スイッチの
接点間距離が極端に短かったため、振動等によ
り接点が溶着し、さらにタイマースイッチが完
全に切れていない状態であったためヒーターに
通電された状態となり、ガードに接触していた
可燃物が焼損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/26)電気ストーブ（ハロゲン
ヒーター）

三洋電機（株）

Ｒ－ＨＤ８

( 火災 )

A201300671

2013-2706

2013/12/17

(事故発生地)

長野県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品の電源入力端子間で異
常発熱を生じて発火したものと推定されるが、
電源入力端子の一部が焼失しているため、異常
発熱が生じた原因は不明であり、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/07)パワーコンディショナ（
太陽光発電システム用）

オムロン（株）（京セラ（
株）ブランド）

ＰＶＮ－４０５ＨＭ（京セ
ラ株式会社ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0024

A201300673

2013-2708

2013/12/29

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品から発煙
する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品内部のセラミックコン
デンサーの故障により点灯回路に過電流が流れ
、当該コンデンサーが一部焼損し発煙したもの
と推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/08)照明器具

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＨＷ２８１７ＥＰ

( 火災 )

A201300674

2013-2709

2013/12/13

(事故発生地)

東京都

　学校で当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　調査の結果、当該製品の圧縮機に取付けられ
たオーバーロードリレーに不具合があったため
、接点部が異常発熱し、周辺の樹脂を焼損した
ものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/08)電気冷蔵庫

三洋ハイアール（株）（現
　ハイアールジャパンセー
ルス（株））

ＨＳＳＲ－１３Ｆ

( 火災 )

A201300676

2013-3334

2013/12/15

(事故発生地)

大阪府

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　事故原因は、当該製品を組み込んだ調理台の
前に荷物が置かれて狭い状態だったため、通り
抜けた際に荷物または身体等が、火力つまみに
当たり回転してスイッチが入り、天板上に置い
ていた衣類が燃えて火災に至ったものと考えら
れる。また、スイッチつまみが本体表面から凸
状に出ている構造であったことも影響している
と考えられる。　なお、取扱説明書には、「燃
えやすいもののそばでは使用しない」旨、記載
されている。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、三化工業株式会社は
平成元年４月製造分からスイッチつまみが
操作パネルより出ない構造に改良している
。また、ヒーター上部や周囲に可燃物を置
かない等の注意喚起をホームページで実施
している。

(受付:2014/01/10)電気こんろ

三化工業（株）

ＳＰＨ－１０１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0025

A201300688

2013-3438

2013/08/19

(事故発生地)

東京都

　駅構内の工事現場で当該製品を急速充
電器に接続して充電中、当該製品及び周
辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は急速充電に対応して
いない製品であるが、急速充電した場合に出火
や爆発に至る危険性がある旨の注意表示がされ
ていなかったため、当該製品に急速充電した際
にバッテリーセルに過電流が流れ込み、異常発
熱するとともに内部短絡が生じて出火に至った
ものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/15)リチウムイオンバッテリ
ー

承天貿易（有）

ＭＡＫ－１４．４（Ｂ）－
１３５０８

( 火災 )

A201300712

2013-3503

2014/01/11

(事故発生地)

栃木県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品のバッテリーパックの電池セルで内
部短絡が生じ、出火したものと考えられるが、
確認できない電池セルがあることから、内部短
絡が発生した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/21)ノートパソコン

ＮＥＣパーソナルプロダク
ツ（株）（現　ＮＥＣパー
ソナルコンピュータ（株）
）

ＰＣ－ＬＮ３００ＣＤ

( 火災 )

A201300734

2013-3643

2014/01/04

(事故発生地)

京都府

　当該製品をかばんの中に入れていたと
ころ、当該製品を焼損する火災が発生し
た。

　調査の結果、当該製品内蔵のリチウムポリマ
ーバッテリーの内部短絡により出火したものと
推定されるが、焼損が著しいため、内部短絡が
生じた原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/27)ポータブルＤＶＤプレー
ヤー

（株）アズマ

ＤＶＤ－Ｐ７２０Ｃ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0026

A201300737

2013-3644

2014/01/16

(事故発生地)

東京都

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品のバッテリーパックに
使用している電池セルの製造上の不具合により
、電池セルの封口部に導電性異物が付着したた
め、充放電を繰り返すうちに封口部の絶縁性が
失われ、電池セルが内部短絡して異常発熱し、
出火に至ったものと推定される。

　パナソニック株式会社は、平成２６年５
月２８日にプレスリリースを行うとともに
ホームページに情報を掲載し、さらに同月
２９日に新聞社告を行い、対象バッテリー
パック（特定の期間に製造した電池セルを
使用したもの）について無償で製品交換を
実施している。

(受付:2014/01/27)ノートパソコン

パナソニック（株）

ＣＦ－Ｓ１０ＣＹＡＤＲ

( 火災 )

A201300746

2013-3648

2014/01/12

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、異臭がしたため確
認すると、当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生していた。

　当該製品は、薄い樹脂製シートに発熱体を印
刷し、導電性の接着剤によって電極を接続し、
発熱体に通電することによって床面を暖かくす
るもので、接着剤によって接続された電極部が
下地の凹凸の影響を受けやすく、平滑でない場
所において使用されたことにより、電極部の接
着が剥がれて接触不良となり、異常発熱したた
めに床面からの発煙と焦げに至ったものと考え
られる。　なお、敷設時の取扱注意や、施工指
導が徹底されていなかったことも事故発生に影
響しているものと考えられる。

　ミタケ電子工業株式会社は、事故の再発
防止を図るため、平成２２年１０月２５日
より、同社のホームページにおいて、当該
製品の電極部の接着不良や当該製品の取扱
いの仕方（施工不良等）によって発煙等の
不具合が発生する旨掲載し、広く使用者に
対して無償点検を行う旨注意喚起していま
す。

(受付:2014/01/28)電気式床暖房

ミタケ電子工業（株）

ＦＬ２－４６９７

( 火災 )

A201300748

2013-3649

2014/01/10

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を使用中、電気が消えたため
確認すると、当該製品及び周辺を焼損す
る火災が発生していた。

　事故原因は、当該製品が屋外の軒下に設置さ
れていたため、当該製品の前面の操作部に雨水
等が浸入し異常が発生した可能性やサーモスタ
ット部が発熱した可能性が考えられるが、サー
モスタットの接点など一部の部品が確認できず
、製品起因か否かを含め、原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/29)電気冷凍庫

（株）富士通ゼネラル

ＥＲＦ－Ｕ１１Ｂ－Ｗ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0027

A201300758

2013-3673

2014/01/02

(事故発生地)

東京都

　当該製品をかばんの中に入れていたと
ころ、当該製品を焼損する火災が発生し
た。

　調査の結果、当該製品内部に防水フィルター
が確認できなかったことから、浸入した異物や
水分が基板上に付着し、トラッキング現象が生
じたものと推定されるが、製品内部の焼損が著
しく、原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/31)リチウムイオンバッテリ
ー（電動リール用）

グローブライド（株）

９２００ＷＰ－Ｌ－Ｎ

( 火災 )

A201300762

2013-3697

2014/01/22

(事故発生地)

愛知県

　事務所で当該製品を使用中、当該製品
を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品の制御基板上のフィル
ムコンデンサーが著しく焼損していること及び
他の部品に出火痕がないことから、フィルムコ
ンデンサーの不具合により、内部短絡が発生し
出火に至ったものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/02/03)エアコン（室外機）

三菱電機（株）

ＭＳＺ－ＳＶ３６８

( 火災 )

A201300778

2013-3784

2014/01/31

(事故発生地)

東京都

　当該製品を焼損し、周辺を汚損する火
災が発生した。

　当該製品の焼損が著しく、確認できない部品
があることから、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/02/13)布団乾燥機

東亜電気工業（株）（（株
）日立リビングサプライブ
ランド）

ＨＦＫ－ＳＤ２（（株）日
立リビングサプライブラン
ド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0028

A201300782

2013-3787

2014/02/02

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品のバッテリーパックに
使用している電池セルの製造上の不具合により
、電池セルの封口部に導電性異物が付着したた
め、充放電を繰り返すうちに封口部の絶縁性が
失われ、電池セルが内部短絡して異常発熱し、
出火に至ったものと推定される。

　パナソニック株式会社は、平成２６年５
月２８日にプレスリリースを行うとともに
ホームページに情報を掲載し、さらに同月
２９日に新聞社告を行い、対象バッテリー
パック（特定の期間に製造した電池セルを
使用したもの）について無償で製品交換を
実施している。

(受付:2014/02/14)ノートパソコン

パナソニック（株）

ＣＦ－Ｓ１０ＤＶＣＤＰ

( 火災 )

A201300808

2013-3867

2014/02/03

(事故発生地)

東京都

　当該製品をテーブルタップに接続して
充電後、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　調査の結果、当該製品の内蔵リチウム電池の
不具合により、内部短絡を生じて出火したもの
と推定される。

　株式会社トップランド及び株式会社セブ
ン－イレブン・ジャパンは、当該製品を含
む対象製品について、平成２６年７月８日
からホームページに情報掲載を行うととも
に、同日に新聞社告を掲載し、製品回収・
返金を実施している。さらに、株式会社セ
ブン－イレブン・ジャパンでは、店舗での
店頭告知を行い、製品回収・返金を行って
いることを周知している。

(受付:2014/02/21)リチウム電池内蔵充電器
（スマートフォン用）

（株）トップランド（（株
）セブン‐イレブン・ジャ
パンブランド）

ＬＡ－２６００Ｋ（株式会
社セブン－イレブン・ジャ
パンブランド）

( 火災 )

A201300821

2013-3912

2014/02/22

(事故発生地)

三重県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の製造時に、コードリ
ールから基板へ接続するリード線を挟み込んで
しまったため、芯線の一部が断線して異常発熱
するとともに、短絡・スパークを生じて製品内
部を焼損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/02/25)電気掃除機

エレクトロラックス・ジャ
パン（株）

ＥＥＴ５３０ＳＯ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0029

A201300844

2013-3991

2014/01/20

(事故発生地)

静岡県

　当該製品に複数の電気製品を接続して
使用したところ、当該製品及び周辺が焼
損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品のスイッチの可動接片
と中央端子の接触部で接触不良を生じたため、
異常発熱により外郭樹脂が溶融したものと推定
されるが、接触不良が発生した原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/03/04)延長コード

大和電器（株）（朝日電器
（株）ブランド）

ＷＬＳ－Ｓ６２００Ｂ（Ｗ
）（朝日電器株式会社ブラ
ンド）

( 火災 )

A201300855

2013-4014

2014/02/25

(事故発生地)

東京都

　事務所で当該製品を使用中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は、バッテリーパック
（リチウムイオン電池）の電池セルが内部短絡
して異常発熱し、焼損に至ったものと推定され
るが、バッテリーパックの焼損が著しいことか
ら、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/03/06)ノートパソコン

パナソニック（株）

ＣＦ－Ｒ４ＧＷ５ＡＸＳ

( 火災 )

A201300867

2013-4067

2014/02/27

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用したまま外出したとこ
ろ、当該製品及び周辺を焼損する火災が
発生していた。

　調査の結果、当該製品の残存する部品に出火
の痕跡は認められなかったが、電源コードが製
品内部で溶断しており、電源基板の一部が確認
できなかったことから、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/03/10)除湿機

松下エコシステムズ（株）
（現　パナソニックエコシ
ステムズ（株））

Ｆ－ＹＺＡ１００

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0030

A201300871

2013-4068

2014/02/13

(事故発生地)

東京都

　事務所で当該製品に肘が当たったとこ
ろ、当該製品から異音とともに発煙し、
当該製品の内部部品を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品の電源ユニット内部の
コンデンサーが絶縁破壊したことにより短絡し
、異常発熱して発煙したものと推定されるが、
確認できない部品があることから、原因の特定
には至らなかった。　なお、使用者が当該製品
に接触した際に当該製品背面の電源テスト用ボ
タンが押されたものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/03/10)デスクトップパソコン

デル（株）

ＯＰＴＩＰＬＥＸ　７８０

( 火災 )

A201300886

2013-4105

2014/03/11

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、異音がしたため確
認すると、当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生していた。

　事故原因は、当該製品を使用する際に、扉を
開閉し、電源の入切が繰り返されることでドア
の開閉を検知するスイッチが接触不良となり、
スパーク（電気火花）が発生し、トラッキング
現象（絶縁破壊による短絡）が起こり、出火に
至ったものと考えられる。

　小泉成器株式会社は、当該製品を含む対
象機種について、事故の再発防止を図るた
め、平成１９年９月１２日に新聞社告を掲
載し、使用の中止を呼び掛けるとともに、
無償改修を実施している。また、同社では
、平成２０年３月以降複数回にわたり、テ
レビＣＭ放送で注意喚起を行い、対象製品
について無償改修を呼び掛けている。

(受付:2014/03/14)電子レンジ

小泉成器（株）

ＫＲＤ－０１０６

( 火災 )

A201300919

2013-4215

2014/02/23

(事故発生地)

北海道

　店舗の事務所で当該製品を使用中、当
該製品を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品の本体台座背面から出
ている電源コードが、長期使用（約２８年）に
よる屈曲により、断線、スパークし出火に至っ
たものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/03/24)電気ストーブ

森田電工（株）（現　（株
）ユーイング）（（株）ダ
イエーブランド）

ＤＶＦ－８１６Ｓ（株式会
社ダイエーブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0031

A201300927

2013-4219

2014/03/16

(事故発生地)

東京都

　当該製品を点灯させようとして電源を
入れたところ、当該製品から発煙し、当
該製品の内部部品を焼損する火災が発生
した。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約１４年
）により、フィルムコンデンサーの内部抵抗が
増大し、異常発熱とともに発煙したものと推定
される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/03/26)照明器具

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＨＨ４８４４Ｘ

( 火災 )

A201400001

2014-0121

2014/03/20

(事故発生地)

北海道

　当該製品で電気シェーバーを充電中、
当該製品及び周辺を焼損する火災が発生
した。

　調査の結果、当該製品内部の発振トランス巻
線部に絶縁不良があったため、巻線間が一部短
絡して過電流が流れ、回路のヒューズ抵抗が溶
断した際の熱により、ヒューズ抵抗周辺の充填
材が炭化してバイパス回路を形成し、さらにそ
の部分に電流が流れて過熱、発火したものと推
定される。

　セイコーエスヤード株式会社（現　セイ
コースポーツライフ株式会社）は、当該製
品を含む対象機種について、平成１２年６
月以降、複数回に亘って新聞社告を行うと
ともにホームページに情報を掲載し、製品
の回収、交換を行っている。

(受付:2014/04/01)充電器（電気シェーバー
用）

（株）泉精器製作所（セイ
コーエスヤード（株）（現
　セイコースポーツライフ
（株））ブランド）

ＲＣ０１（セイコーエスヤ
ード（株）（現　セイコー
スポーツライフ（株））ブ

( 火災 )

A201400004

2014-0145

2014/03/24

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故原因は、当該製品のモーターリード線の
配線処理に製造上の不具合があったため、運転
中の振動により、モーターリード線が断線して
、スパークが発生し、防音緩衝材の一部が焼損
したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/04/03)電気洗濯機

シャープ（株）

ＥＳ－ＹＢ４２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0032

A201400037

2014-0249

2014/04/03

(事故発生地)

山口県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故原因は、ドアの開閉を検知するスイッチ
の製造不良により、接点部でスパークが発生し
、出火に至ったものと考えられる。

　販売事業者である岩谷産業株式会社は、
当該製品を含む対象機種について、平成
１５年９月２日から複数回、新聞社告を掲
載するとともにテレビＣＭ放送で、注意喚
起を行い、対象製品について、無償改修（
スイッチ部の交換）を実施している。

(受付:2014/04/17)電子レンジ

（株）千石（岩谷産業（株
）ブランド）

ＩＭ－５７４（岩谷産業株
式会社ブランド）

( 火災 )

A201400056

2014-0317

2014/04/14

(事故発生地)

熊本県

　当該製品の引きひもスイッチを入れた
ところ、当該製品を焼損し、周辺を汚損
する火災が発生した。

　調査の結果、長期使用（２２年以上）により
、当該製品内部の雑音防止コンデンサーが劣化
したため、絶縁破壊を生じて過熱、出火し、樹
脂製カバーに着火したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/04/28)照明器具

三洋電機（株）

ＫＣ－６０１

( 火災 )

A201400060

2014-0322

2014/04/19

(事故発生地)

滋賀県

　公共施設で当該製品から発煙し、当該
製品及び周辺を焼損する火災が発生した
。

　事故原因は、当該製品の切替スイッチを「入
」の状態のまま収納されていたこと及び蓋に反
りが生じていたため安全スイッチが正常に作動
せず、ヒーターの熱により蓋が焼損し、火災に
至ったものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/04/28)電熱ヒーター（炉壇）

（株）創巧野々田

Ｌ８０１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0033

A201400062

2014-0319

2014/02/16

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故原因は、当該製品の製造工程において閉
端接続端子のカシメ不良により接触抵抗が増加
したため、通電時に芯線が過熱して半断線が生
じ溶断に至ったものと考えられる。　なお、カ
シメ不良が生じた原因は、圧着機調整時の不良
品が混入したためと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/04/30)電気グリル

（株）ティ・ユー・エフ

ＪＡＰＡＮ－ＺＡＩＧＬＥ

( 火災 )

A201400072

2014-0351

2014/03/28

(事故発生地)

神奈川県

　病院で当該製品を使用中、当該製品を
焼損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品のトナー定着器内の加
熱用ヒーター管の樹脂製ベアリングの強度不足
により、ベアリングが破損した状態で動作して
いたため、位置ずれが生じた加熱用ヒーター管
と内部配線接続金具が接触して漏電・スパーク
が発生して、周辺樹脂を焼損し、出火に至った
ものと考えられる。

　富士ゼロックス株式会社及び日本電気株
式会社では、対象機種のレーザープリンタ
ーについて事故の再発防止を図るため、平
成２６年５月２８日にホームページにおい
て注意喚起を掲載し、無償部品交換を実施
している。

(受付:2014/05/07)レーザープリンター

富士ゼロックス（株）（Ｎ
ＥＣブランド）

ＰＲ－Ｌ２１３０（ＮＥＣ
ブランド）

( 火災 )

A201400079

2014-0377

2014/04/14

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品内のヒーター線が遊離
したため、ヒーター線周辺が異常過熱するとと
もに、ヒーター線がねじれ等によって断線、ス
パークを生じ、出火に至ったものと推定される
。

　松下電器産業株式会社（現パナソニック
株式会社）は、平成２０年３月５日にプレ
スリリースを行うとともにホームページへ
の情報掲載、同月６日に新聞社告を実施し
、当該製品を含む対象機種について、無償
で製品交換を実施している。さらに複数回
の新聞折り込みチラシの配布等を通じて注
意喚起を行っている。

(受付:2014/05/08)デスクヒーター

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＤＲ２４５６

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0034

A201400113

2014-0498

2014/05/04

(事故発生地)

東京都

　当該製品を敷布団の上に敷いて寝てい
たところ、当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　当該製品のヒーター線の異常発熱により出火
したものと考えられるが、詳細な使用状況が不
明なことから、ヒーター線が異常発熱した原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/05/23)電気マット

（株）レイア

ＳＬ０９１２

( 火災 )

A201400137

2014-0582

2014/05/17

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品から異音
がして発煙した。その後、確認したとこ
ろ、当該製品内部を焼損していた。

　事故原因は、当該製品のドラム用モーターの
ローターとステーターが接触したため、浮き上
がったローター磁石が接続端子台と接触するこ
とによって、接続端子の巻線接続部で接触不良
が生じ、焼損に至ったものと推定されるが、ロ
ーターとステーターが接触した原因については
特定できなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/06/02)電気洗濯乾燥機

東芝家電製造（株）（現　
東芝ライフスタイル（株）
）

ＴＷ－１３０ＶＢ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0035

A201400166

2014-0700

2014/06/02

(事故発生地)

東京都

　当該製品の上に置いていた可燃物を焼
損し、当該製品を汚損する火災が発生し
た。

　調査の結果、当該製品のスイッチつまみに身
体等が接触してスイッチが入り、当該製品の上
に置かれていた可燃物が焼損したものと推定さ
れる。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、平成
１９年６月２０日に「小形キッチンユニッ
ト用電気こんろ協議会」を設立し、再発防
止のため、１００％改修を目指した抜本的
対策を、平成１９年７月３日及び同年７月
３１日に公表し、改修を進めている。「一
口電気こんろ」と同様のスイッチ構造を持
つ「上面操作一口電気こんろ」及び「複数
口電気こんろ」については、平成１９年８
月１日に改修対象に加え、新聞社告を掲載
し、また、新聞折り込みチラシの配布を全
国で展開する等改修を進めている。

(受付:2014/06/17)電気こんろ

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＨＫ－１１０２（（株）日
立ハウステック製ミニキッ
チン「ＫＭ－９０３Ｄ」に

( 火災 )

A201400173

2014-0715

2014/06/11

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品の運転を開始したところ、当
該製品及び周辺を焼損する火災が発生し
た。

　事故原因は、当該製品のファンモーターのリ
ード線接続部分に、エアコン洗浄液等の電気を
通しやすい物質が付着・侵入し、さらに当該製
品内部で発生した結露がリード線接続部分に回
りこむことによって、トラッキング現象が生じ
、発煙・出火に至ったものと考えられる。

　東芝キヤリア（株）は、事故の再発防止
を図るため、平成１６年８月２０日より新
聞社告を掲載するとともに、新聞折り込み
チラシ、交通広告（電車内）等の注意喚起
を行い、さらに、平成２６年は、３月から
順次、東芝製品全般の修理時や消費生活セ
ンター等においてポケットティッシュ（対
象製品の写真等を同封）やチラシの配布を
行うとともに、地方公共団体の広報誌への
情報掲載、介護施設や工事･サービス業者
へのＰＲを行うなど、引き続き注意喚起及
び無償点検・改修を呼び掛けている。

(受付:2014/06/20)エアコン

東芝キヤリア（株）

ＲＡＳ－４０６ＬＤＲ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0036

A201400196

2014-0794

2014/06/24

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品内部のヒーターコイル
の一部がヒーターコイル保持部品から外れ、当
該部品に近接する樹脂製除湿ローターカバーに
接触したことで、出火に至ったものと考えられ
る。

　松下エコシステムズ株式会社（現パナソ
ニックエコシステムズ株式会社）及びパナ
ソニック株式会社は、平成２４年５月２４
日にプレスリリースを行うとともにホーム
ページへの情報掲載、翌２５日付けで新聞
掲載を実施し、当該製品を含む対象機種に
ついて、無償で製品交換を実施している。
さらに複数回の新聞折り込みチラシの配布
、ダイレクトメールの発送等を実施してい
る。

(受付:2014/07/02)除湿機

松下エコシステムズ（株）
（現　パナソニックエコシ
ステムズ（株））

Ｆ－ＹＨＢ１００

( 火災 )

A201400208

2014-0836

2014/07/01

(事故発生地)

徳島県

　事務所で当該製品を使用中、当該製品
を焼損し、周辺を汚損する火災が発生し
た。

　事故原因は、当該製品の冷凍室周辺の霜取り
をした際の水が、近傍のスイッチの端子部に流
れ込んでしまう構造であったため、端子間でト
ラッキングが発生し、発火に至ったものと考え
られる。

　東芝ホームアプライアンス株式会社では
、事故の再発防止を図るため、２５年以上
使用している電気冷蔵庫について、平成
２０年１１月５日にプレスリリースを行う
とともに、同社ホームページに情報を掲載
し、注意喚起を行っている。また、安全啓
発チラシを作成し、修理訪問時の配布及び
販売店への配布を行い、注意喚起を行って
いる。

(受付:2014/07/09)電気冷蔵庫

東京芝浦電気（株）（現　
東芝ライフスタイル（株）
）

ＧＲ－１３０ＳＢ

( 火災 )

A201400246

2014-1053

2014/07/20

(事故発生地)

東京都

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品のバッテリーパックに
使用している電池セルの製造上の不具合により
、電池セルの封口部に導電性異物が付着したた
め、充放電を繰り返すうちに封口部の絶縁性が
失われ、電池セルが内部短絡して異常発熱し、
出火に至ったものと推定される。

　パナソニック株式会社は、平成２６年５
月２８日にプレスリリースを行うとともに
ホームページに情報を掲載し、さらに同月
２９日に新聞社告を行い、対象バッテリー
パック（特定の期間に製造した電池セルを
使用したもの）について無償で製品交換を
実施している。

(受付:2014/07/30)ノートパソコン

パナソニック（株）

ＣＦ－Ｓ１０ＣＹＰＤＲ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0037

A201400248

2014-1067

2014/07/12

(事故発生地)

長崎県

　当該製品から出火する火災が発生し、
建物を全焼した。

　事故原因は、コンデンサーの製造不良により
、コンデンサー内部の酸化が進行し、規定以上
の電気抵抗が生じて発熱・出火に至ったものと
考えられる。

　ＬＧ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｊａｐ
ａｎ株式会社では、事故の再発防止を図る
ため、平成２０年１２月１６日にプレスリ
リース及びホームページでの告知を行うと
ともに、１７日に新聞社告を掲載した。さ
らに平成２６年８月３０日にプレスリリー
ス及びホームページでの再告知を行い、新
聞社告を掲載し、対象製品について無償の
部品交換を実施している。

(受付:2014/07/31)電気冷蔵庫

ＬＧ電子ジャパン（株）（
現　ＬＧ Ｅｌｅｃｔｒｏｎ
ｉｃｓ　Ｊａｐａｎ（株）
）

ＬＲ－Ａ１７ＰＳ

( 火災 )

A201400249

2014-1068

2014/07/29

(事故発生地)

佐賀県

　当該製品から出火する火災が発生し、
当該製品及び周辺を焼損した。

　事故原因は、コンデンサーの製造不良により
、コンデンサー内部の酸化が進行し、規定以上
の電気抵抗が生じて発熱・出火に至ったものと
考えられる。

　ＬＧ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｊａｐ
ａｎ株式会社では、事故の再発防止を図る
ため、平成２０年１２月１６日にプレスリ
リース及びホームページでの告知を行うと
ともに、１７日に新聞社告を掲載した。さ
らに平成２６年８月３０日にプレスリリー
ス及びホームページでの再告知を行い、新
聞社告を掲載し、対象製品について無償の
部品交換を実施している。

(受付:2014/07/31)電気冷蔵庫

ＬＧ電子ジャパン（株）（
現　ＬＧ Ｅｌｅｃｔｒｏｎ
ｉｃｓ　Ｊａｐａｎ（株）
）

ＬＲ－Ｂ１７ＮＷ

( 火災 )

A201400250

2014-1069

2014/07/17

(事故発生地)

秋田県

　当該製品から出火する火災が発生し、
当該製品及び周辺を焼損した。

　事故原因は、コンデンサーの製造不良により
、コンデンサー内部の酸化が進行し、規定以上
の電気抵抗が生じて発熱・出火に至ったものと
考えられる。

　ＬＧ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｊａｐ
ａｎ株式会社では、事故の再発防止を図る
ため、平成２０年１２月１６日にプレスリ
リース及びホームページでの告知を行うと
ともに、１７日に新聞社告を掲載した。さ
らに平成２６年８月３０日にプレスリリー
ス及びホームページでの再告知を行い、新
聞社告を掲載し、対象製品について無償の
部品交換を実施している。

(受付:2014/07/31)電気冷蔵庫

ＬＧ電子ジャパン（株）（
現　ＬＧ Ｅｌｅｃｔｒｏｎ
ｉｃｓ　Ｊａｐａｎ（株）
）

ＬＲ－Ａ１７ＰＳ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0038

A201400268

2014-1143

2014/07/27

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を焼損し、周辺を汚損する火
災が発生した。

　調査の結果、長期使用（約１９年）により、
電源回路内の電解コンデンサーが液漏れしたた
め、プリント基板上のパターン間が絶縁劣化す
るとともにトラッキング現象を生じて発煙、発
火に至ったものと推定される。

　アイホン株式会社は、平成２０年６月２
日にホームページに情報を掲載し、当該製
品を含む対象製品について、無償点検及び
部品交換を実施している。

(受付:2014/08/08)インターホン

アイホン（株）

ＭＹ－２ＣＤ

( 火災 )

A201400270

2014-1144

2014/08/01

(事故発生地)

埼玉県

　工場で当該製品を使用中、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は、長期（約３６年）
使用により、始動用コンデンサーの絶縁性能が
低下し、内部短絡したため、出火に至ったもの
と推定される。

　三洋電機株式会社は、平成１９年８月
２５日以降、毎年、新聞広告を掲載し、ま
た、平成１９年９月からはテレビ広告を実
施するなどして、使用の中止及び製品の廃
棄を呼びかけている。

(受付:2014/08/08)扇風機

三洋電機（株）

ＥＦ－８ＰＦ

( 火災 )

A201400272

2014-1146

2014/07/28

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品のファンモーターのリ
ード線接続部分に、エアコン洗浄液等の電気を
通しやすい物質が付着・侵入し、さらに当該製
品内部で発生した結露がリード線接続部分に回
りこむことによって、トラッキング現象が生じ
、発煙・出火に至ったものと考えられる。

　東芝キヤリア（株）は、事故の再発防止
を図るため、平成１６年８月２０日より新
聞社告を掲載するとともに、新聞折り込み
チラシ、交通広告（電車内）等の注意喚起
を行い、さらに、平成２６年は、３月から
順次、東芝製品全般の修理時や消費生活セ
ンター等においてポケットティッシュ（対
象製品の写真等を同封）やチラシの配布を
行うとともに、地方公共団体の広報誌への
情報掲載、介護施設や工事・サービス業者
へのＰＲを行うなど、引き続き注意喚起及
び無償点検・改修を呼び掛けている。

(受付:2014/08/08)エアコン

東芝キヤリア（株）

ＲＡＳ－４０６ＬＤＲ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0039

A201400275

2014-1149

2014/08/03

(事故発生地)

山梨県

　当該製品を焼損し、周辺を汚損する火
災が発生した。

　当該製品は長期間使用されていた便座電気コ
ードが断線したことにより出火に至ったもので
あるが、便座電気コードが断線に至った原因に
ついては特定されていない。

　アイシン精機株式会社は、当該製品を含
む対象機種について、同社が直接販売した
製品については、平成２０年１１月２６日
にプレスリリースを行い、平成２０年１２
月３日に新聞広告を掲載し、使用に関する
注意喚起を行うとともに、対象製品につい
て不具合確認作業を無償で実施している。
また、販売事業者である株式会社ＩＮＡＸ
（現株式会社ＬＩＸＩＬ）においては、平
成２０年１１月２６日にプレス公表を行い
、平成２０年１１月２７日に新聞広告を掲
載し、長期間使用されている対象製品の使
用に関する注意喚起を行うとともに、対象
製品について不具合確認作業を無償で実施
している。　なお、不具合確認作業にて不
具合が確認された場合は、事故防止のため
温水洗浄便座としての使用を止めるよう呼
び掛けている。

(受付:2014/08/08)温水洗浄便座

アイシン精機（株）（（株
）ＩＮＡＸ（現　ＬＩＸＩ
Ｌ）ブランド）

ＣＷ－１００（（株）ＩＮ
ＡＸ（現　（株）ＬＩＸＩ
Ｌ）ブランド）

( 火災 )

A201400282

2014-1178

2014/07/30

(事故発生地)

熊本県

　当該製品から発煙し、部品の一部を焼
損する火災が発生した。

　事故原因は、コンデンサーの製造不良により
、コンデンサー内部の酸化が進行し、規定以上
の電気抵抗が生じて発熱・発煙に至ったものと
考えられる。

　ＬＧ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｊａｐ
ａｎ株式会社では、事故の再発防止を図る
ため、平成２０年１２月１６日にプレスリ
リース及びホームページでの告知を行うと
ともに、１７日に新聞社告を掲載した。さ
らに平成２６年８月３０日にプレスリリー
ス及びホームページでの再告知を行い、新
聞社告を掲載し、対象製品について無償の
部品交換を実施している。

(受付:2014/08/12)電気冷蔵庫

ＬＧ電子ジャパン（株）（
現　ＬＧ Ｅｌｅｃｔｒｏｎ
ｉｃｓ　Ｊａｐａｎ（株）
）

ＬＲ－Ｂ１７ＮＷ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0040

A201400284

2014-1179

2014/08/06

(事故発生地)

三重県

　当該製品から出火する火災が発生し、
当該製品及び周辺を焼損した。

　事故原因は、コンデンサーの製造不良により
、コンデンサー内部の酸化が進行し、規定以上
の電気抵抗が生じて発熱・出火に至ったものと
考えられる。

　ＬＧ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｊａｐ
ａｎ株式会社では、事故の再発防止を図る
ため、平成２０年１２月１６日にプレスリ
リース及びホームページでの告知を行うと
ともに、１７日に新聞社告を掲載した。さ
らに平成２６年８月３０日にプレスリリー
ス及びホームページでの再告知を行い、新
聞社告を掲載し、対象製品について無償の
部品交換を実施している。

(受付:2014/08/13)電気冷蔵庫

ＬＧ電子ジャパン（株）（
現　ＬＧ Ｅｌｅｃｔｒｏｎ
ｉｃｓ　Ｊａｐａｎ（株）
）

ＬＲ－Ｂ１７ＮＷ

( 火災 )

A201400288

2014-1216

2014/08/07

(事故発生地)

東京都

　当該製品の上に置かれていたカセット
こんろが破裂し、周辺を破損する火災が
発生した。

　事故原因は、身体等が当該製品のつまみに触
れてスイッチが入り、当該製品の上に置いてい
たカセットこんろが過熱され、破裂したものと
考えられる。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、平成
１９年６月２０日に「小形キッチンユニッ
ト用電気こんろ協議会」を設立し、再発防
止のため、１００％改修を目指した抜本的
対策を、平成１９年７月３日及び同年７月
３１日に公表し、改修を進めている。「一
口電気こんろ」と同様のスイッチ構造を持
つ「上面操作一口電気こんろ」及び「複数
口電気こんろ」については、平成１９年８
月１日に改修対象に加え、新聞社告を掲載
し、また、新聞折り込みチラシの配布を全
国で展開する等改修を進めている。

(受付:2014/08/19)電気こんろ

富士工業（株）

ＦＨ－３１Ｂ（組み込み先
のキッチンメーカーは不明
）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0041

A201400296

2014-1229

2014/08/12

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品のファンモーターのリ
ード線接続部分に、エアコン洗浄液等の電気を
通しやすい物質が付着・侵入し、さらに当該製
品内部で発生した結露がリード線接続部分に回
りこむことによって、トラッキング現象が生じ
、発煙・出火に至ったものと考えられる。

　東芝キヤリア（株）は、事故の再発防止
を図るため、平成１６年８月２０日より新
聞社告を掲載するとともに、新聞折り込み
チラシ、交通広告（電車内）等の注意喚起
を行い、さらに、平成２６年は、３月から
順次、東芝製品全般の修理時や消費生活セ
ンター等においてポケットティッシュ（対
象製品の写真等を同封）やチラシの配布を
行うとともに、地方公共団体の広報誌への
情報掲載、介護施設や工事・サービス業者
へのＰＲを行うなど、引き続き注意喚起及
び無償点検・改修を呼び掛けている。

(受付:2014/08/22)エアコン

東芝キヤリア（株）

ＲＡＳ－４０６ＬＤＲ

( 火災 )

A201400313

2014-1275

2014/07/28

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故原因は、当該製品のファンモーターのリ
ード線接続部分に、エアコン洗浄液等の電気を
通しやすい物質が付着・侵入し、さらに当該製
品内部で発生した結露がリード線接続部分に回
りこむことによって、トラッキング現象が生じ
、発煙・出火に至ったものと考えられる。

　東芝キヤリア（株）は、事故の再発防止
を図るため、平成１６年８月２０日より新
聞社告を掲載するとともに、新聞折り込み
チラシ、交通広告（電車内）等の注意喚起
を行い、さらに、平成２６年は、３月から
順次、東芝製品全般の修理時や消費生活セ
ンター等においてポケットティッシュ（対
象製品の写真等を同封）やチラシの配布を
行うとともに、地方公共団体の広報誌への
情報掲載、介護施設や工事・サービス業者
へのＰＲを行うなど、引き続き注意喚起及
び無償点検・改修を呼び掛けている。

(受付:2014/08/29)エアコン

東芝キヤリア（株）

ＲＡＳ－４０６ＬＤＲ

( 火災 )

A201400338

2014-1352

2013/12/18

(事故発生地)

三重県

　当該製品の部品を取り付け作業中、当
該製品のガラス部分が破損し、破片が目
に入り負傷した。

　調査の結果、当該製品は、事故同等品におい
て破損部位の強度に問題が認められなかったが
、当該製品の確認ができなかったため、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/09/08)アロマ芳香器

（株）イサムコーポレーシ
ョン

アクアアロマミスト

( 重傷 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0042

A201400463

2014-1690

2014/10/20

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を焼損し、周辺を汚損する火
災が発生した。

　事故原因は、コントローラー基板上の温水ヒ
ーター用コネクター接続部にメッキ不良があり
、使用中の熱衝撃及び振動によりメッキが剥が
れてコネクター部分が接触不良となり発熱し、
その影響により、コントローラー基板上のはん
だ付け部にはんだクラックが生じ、絶縁不良と
なり、異極間でスパークし、焼損したものと考
えられる。

　東陶機器株式会社（現ＴＯＴＯ株式会社
）は、当該製品を含む対象機種について、
製品内部の一部接続部で接触不良が発生し
、プラスチック製タンクの一部から発煙・
出火に至るおそれがあることから、平成
１９年４月１６日にホームページへ情報を
掲載するとともに、翌１７日に新聞社告を
掲載し、注意喚起を行うとともに、対象製
品について無償点検・改修を実施している
。

(受付:2014/10/30)温水洗浄便座

東陶機器（株）（現　ＴＯ
ＴＯ（株））

ＴＣＦ９４０

( 火災 )



　製品区分：　02.台所・食卓用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0043

A201300754

2013-3667

2013/11/24

(事故発生地)

東京都

　当該製品に飲料物を入れて電子レンジ
で温めた後、飲もうとしたところ、当該
製品が破損し、火傷を負った。

　当該製品は、元来の比較的高い熱膨張率に加
えて、１回以上の再焼成による焼け締まりが生
じて陶器素地が脆くなり、熱湯を注いだ際の熱
膨張による応力に耐えきれなくなって底部が破
断したものと推定される。

　凸版印刷株式会社（株式会社ローソンブ
ランド）　では、平成２５年１２月２日よ
り当該製品の回収を実施している。

(受付:2014/01/30)マグカップ

凸版印刷（株）（（株）ロ
ーソンブランド）

なし

( 重傷 )

A201300822

2013-3913

2013/11/16

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品にお湯を入れたところ、当該
製品の底部が抜け、右足に火傷を負った
。

　当該製品は、元来の比較的高い熱膨張率に加
えて、１回以上の再焼成による焼け締まりが生
じて陶器素地が脆くなり、熱湯を注いだ際の熱
膨張による応力に耐えきれなくなって底部が破
断したものと推定される。

　凸版印刷株式会社（株式会社ローソンブ
ランド）　では、平成２５年１２月２日よ
り当該製品の回収を実施している。

(受付:2014/02/25)マグカップ

凸版印刷（株）（（株）ロ
ーソンブランド）

なし

( 重傷 )

A201400038

2014-0250

2014/03/12

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品で調理中、取っ手の部品が破
損し、破裂音がして、耳を負傷した。

　当該製品の取っ手のリベットのキャップ勘合
時の片当たりでできたと推定される隙間に煮汁
等が浸入し、７年間の使用期間中に腐食作用で
水分の入り込みやすい空間が形成されるなどの
要因が加わったため、調理時の加熱により内圧
が上昇し破裂音を伴ってキャップが外れたもの
と推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/04/18)鍋

ブランド・ロイヤルティ・
ジャパン（株）

ＣＷ０７６　又は　ＣＷ
００７６－７

( 重傷 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0044

A201300027

2013-0175

2013/03/27

(事故発生地)

東京都

　当該製品のスイッチを入れたところ、
当該製品から発煙し、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品が正常に着火しなかったために、液
化した灯油が霧状（白煙）となり、製品内部の
ほこり等に染み込んで、そこから出火したもの
と推定されたが、内部部品が焼損しており、着
火源や着火に至るまでのメカニズムが特定でき
なかったため、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/11)石油温風暖房機（開放式
）

（株）コロナ

ＦＨ－２５２ＤＸＤ

( 火災 )

A201300269

2013-1058

2013/07/04

(事故発生地)

香川県

　集合住宅の２棟を全焼、３棟を半焼す
る火災が発生し、１名が死亡、３名が負
傷した。

　当該製品で天ぷらを揚げた後、使用者が火を
消し忘れたため出火した可能性もあるが、当該
製品の焼損が著しく使用状況を判断することが
できず、当該製品に異常があったかどうかも不
明であることから、製品起因か否かを含め、原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/07/18)ガスこんろ（ＬＰガス用
）

パロマ工業（株）（現　（
株）パロマ）

ＰＡ－Ｅ６００ＣＰ－Ｒ

( 火災  死亡  CO中毒 )

A201300380

2013-1475

2013/08/13

(事故発生地)

茨城県

　当該製品を使用中、ブレーカーが作動
したため確認すると、当該製品から出火
する火災が発生しており、当該製品及び
周辺を焼損した。

　当該製品は、長期使用（約３０年）により、
土台が腐食し、生じた隙間から、高温の燃焼空
気又は炎が漏れ、それにより送油ゴムホースが
損傷し、灯油が漏れ、漏れた灯油に引火したか
、あるいは、バーナー内部の燃焼ガスが送風機
からバーナー内部に流入し内部を焼損させる等
して火災に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/08/29)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＪＰＭ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0045

A201300472

2013-1831

2013/09/08

(事故発生地)

鹿児島県

　当該製品を使用後、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品に不完全燃焼が発生して燃焼室内に
ススが堆積したことにより、着火ミスや途中失
火が発生して内部に未燃灯油が溜まり、当該未
燃灯油が排気室内で異常燃焼して排気口パッキ
ンが焼損したため、高温の排気が製品内部に流
入し、内部にある可燃物に引火して燃え広がっ
たことが推定される。しかしながら、製品の焼
損が著しく、不完全燃焼が発生した経緯が不明
であり、製品起因か否かを含め、原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/10/11)石油給湯機

（株）長府製作所

ＩＢＦ－４２２ＤＳ

( 火災 )

A201300554

2013-2233

2013/11/11

(事故発生地)

鹿児島県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、油受け皿の穴から灯油が漏れ、
置き台に溜まったホコリに灯油が染みこみ、灯
油が染みこんだホコリに燃焼筒の炎が着火した
ものと推定されるが、火災に至る経緯が不明の
ため、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/11/20)石油ストーブ（開放式）

（株）トヨトミ

ＲＳ－Ｌ２１

( 火災 )

A201300560

2013-2259

2013/11/11

(事故発生地)

宮城県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の残存した電気部品には出火した痕
跡は認められなかったが、焼損が著しく、未回
収部品もあることから、製品起因か否を含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/11/22)石油温風暖房機（開放式
）

ダイニチ工業（株）

ＦＷ－３２４ＮＥ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0046

A201300562

2013-2260

2013/11/13

(事故発生地)

新潟県

　当該製品のリモコンを操作後、ブレー
カーが作動したため確認すると、当該製
品を焼損する火災が発生した。

　当該製品の電磁ポンプから灯油が漏れ、排気
筒接続部から漏れ出した高温の排気などによっ
て引火し、当該製品が焼損したものと推定され
るが、電磁ポンプの焼損が著しく、事故前日ま
での着火不良状態における繰返し点火操作の影
響や、事故当日の使用状況が不詳であった。そ
のため、灯油が漏れた原因は不明であり、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/11/22)石油給湯機付ふろがま

（株）コロナ

ＵＫＢ－３３００ＴＸＡ（
Ｆ）

( 火災 )

A201300587

2013-2369

2013/11/22

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品に異常燃焼の痕跡が認められず、事
故時の詳細な状況も不明のため、出火に至った
メカニズムを特定できず、製品起因か否かも含
めて事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/03)石油ストーブ（開放式）

（株）コロナ

ＳＸ－Ｂ２６Ｙ

( 火災 )

A201300593

2013-2370

2013/11/16

(事故発生地)

新潟県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（３１年以上）により
、缶体内部にできた腐食孔からの水漏れにより
缶体底部が腐食、破損し、破損部から高温の燃
焼ガスが漏れたため、近傍の送油ゴムホースが
劣化、油漏れが発生し、漏れた灯油に引火し出
火したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/04)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＪＰＭ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0047

A201300600

2013-2434

2013/11/18

(事故発生地)

茨城県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品の制御弁セットのネジ穴に加工不良
があったため、アキュムレータ固定板がダイキ
ャストボディに対して、斜めに開いた状態とな
っていた。そのため、経年的にアキュムレータ
部のＯリングが押し出されて油漏れし、その油
に引火して事故に至ったものと推定される。　
なお、事業者は、量産前のテスト加工品が混入
した可能性があるとして、現在は、テスト加工
に使う部品には色を塗って量産用の部品と区別
している。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/05)石油給湯機付ふろがま

（株）ノーリツ

ＯＴＱ－４０５ＡＹ

( 火災 )

A201300603

2013-2435

2013/11/28

(事故発生地)

長崎県

　当該製品を使用中、異音がしたため確
認すると、当該製品を焼損する火災が発
生していた。

　当該製品内部に押し込まれていた延長コード
と当該製品の電源プラグとの間で接触不良等に
より異常発熱したものか、電装基板のコンデン
サーの絶縁劣化等により出火したものと推定さ
れるが、焼損が著しく、製品起因か否かを含め
、原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/05)石油給湯機

ＴＯＴＯ（株）［製造：東
陶ユプロ（株）（解散）］

ＲＰＨ４０ＶＳＳＮ

( 火災 )

A201300604

2013-2436

2013/12/01

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品の送油ユニットの構成部品の一部が
破損していたことから、当該破損部から漏れた
油が燃焼中の熱によって気化し、気化した灯油
に着火して事故に至ったものと考えられる。し
かしながら、当該部品の破損原因や発火経路が
特定できなかったため、製品起因であるが、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/05)石油給湯機

ＴＯＴＯ（株）［製造：東
陶ユプロ（株）（解散）］

ＲＰＨ３１ＶＳＳ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0048

A201300618

2013-2497

2013/11/29

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を汚損し、周辺を焼損する火
災が発生した。

　当該製品の給湯温度がぬるく、リモコンにエ
ラーが表示されていたが、表示されたエラーに
ついての記載が取扱説明書になく、エラーの意
味が理解できない状況の使用者が、事業者のサ
ービスに修理を依頼したが、使用を中止する旨
の説明を受けなかったため使用を継続したとこ
ろ、熱交換器フィンにススが詰まり、不完全燃
焼で発生したススが高温のまま排気口付近で空
気に接することにより再着火して機器外部に排
出され、当該製品上方の距離を十分に離さず設
置されたすだれに接触し、火災に至ったものと
推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/12)ガス給湯付ふろがま（Ｌ
Ｐガス用）

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＧＪ－Ｃ２０Ｔ２

( 火災 )

A201300624

2013-2501

2013/11/23

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の空だき防止装置が作動せず、燃焼
が継続したことから空だきとなって缶体が過熱
し、当該製品が焼損したものと推定される。し
かしながら、当該製品の焼損が著しいため空だ
き防止装置が作動しなかった原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/13)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＣＫ－１１Ｓ

( 火災 )

A201300627

2013-2503

2013/11/30

(事故発生地)

青森県

　当該製品のタイマーをセットしておい
たところ、当該製品を焼損し、周辺を汚
損する火災が発生していた。

　当該製品の空だき防止装置が作動せず、燃焼
が継続したことから空だきとなって缶体が過熱
し、当該製品が焼損したものと推定される。し
かしながら、当該製品の焼損が著しいため空だ
き防止装置が作動しなかった原因の特定には至
らなかった。

　株式会社千石は、当該製品について、平
成２３年２月４日に新聞社告を掲載し、ま
た、ホームページへの情報掲載により、正
しい運転ボタンの押し方について注意喚起
を行うとともに，特定のエラー表示が出て
いる場合は無償修理点検を実施している。

(受付:2013/12/13)石油温風暖房機（開放式
）

（株）千石（日本エー・ア
イ・シー（株）「アラジン
」ブランド）

ＡＫＦ－Ｐ３２１Ｎ（日本
エー・アイ・シー株式会社
「アラジン」ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0049

A201300636

2013-2550

2013/12/09

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品内部のノズルホルダー付近から出火
したものと推定されるが、ノズルホルダーが溶
融するなど当該部位の焼損が著しく、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/19)石油温風暖房機（開放式
）

（株）コロナ

ＦＨ－Ｓ２５３ＤＸ

( 火災 )

A201300659

2013-2623

2013/12/23

(事故発生地)

青森県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。(A201300670と同一事故)

　当該製品は、製品外部からの延焼により焼損
した可能性もあるが、焼損が著しいため、事故
原因の特定はできなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/27)油だき温水ボイラ

サンデン（株）

ＣＥＢ－Ｍ０７１Ｃ

( 火災 )

A201300662

2013-2699

2013/12/15

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品にリコール対策がとられていなかっ
たために、被洗物から出たリント（綿埃）がバ
ックパネル、機内底面、排気筒に堆積し、バッ
クパネルに堆積したリントがバーナーの熱をド
ラムに送る温風通気ダクト付近で着火して落下
、機内底面に堆積したリントが燃え広がり、モ
ルトプレーン及びブロアハウジングに延焼して
火災に至ったものと推定される。

　平成１８年２月から当該製品を含む対象
製品について無償改修を実施している。ま
た、販売事業者に対して、定期的に分解点
検を行うように依頼した。

(受付:2014/01/06)ガス衣類乾燥機（都市ガ
ス用）

（株）ツナシマ商事

ＧＬＧＱ６４２ＡＳ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0050

A201300666

2013-2702

2013/12/04

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を使用中、建物を全焼する火
災が発生し、２名が負傷した。

　当該製品は焼損が著しく、製品起因か否かを
含め、原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/06)石油ストーブ（開放式）

（株）トヨトミ

Ｒ－３３

( 火災  重傷 )

A201300681

2013-3430

2014/01/02

(事故発生地)

東京都

　異臭がしたため確認すると、当該製品
の内部基板を焼損する火災が発生してい
た。

　製造時又は組み付け時のばらつきにより、湯
量サーボモーターのモーターブラシが整流子と
の接触によって摩耗して破損し、モーター内で
短絡したために過大電流が流れて、駆動用ＩＣ
が過熱焼損し、火災に至ったものと推定される
。

　再発防止として、２０１１年４月以降発
売の給湯暖房用熱源機及び２０１０年１０
月以降発売のふろ給湯器については、湯量
サーボにブラシのないモーターを使用して
いる。

(受付:2014/01/14)屋外式（ＲＦ式）ガス給
湯付暖房機（都市ガス用
）

（株）ガスター（東京ガス
（株）ブランド）

ＲＵＦＨ－Ｖ２４０３ＡＴ
（ＳＡＴ）（東京ガス（株
）ブランド：型式ＩＴ

( 火災 )

A201300683

2013-3431

2013/12/25

(事故発生地)

福島県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、カセットボンベ装着状態でガス
がバーナー部に届く前に途中で漏れる状態とな
っており、点火時に漏れていたガスに引火して
本体と汁受けの隙間等から炎が出たものと推定
されるが、ガス漏れの原因を特定することがで
きなかったため、製品に起因するか否かも含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/14)カセットこんろ

（株）ニチネン

ＫＣ－３２２

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0051

A201300693

2013-3458

2014/01/02

(事故発生地)

群馬県

　建物を全焼する火災が発生し、１名が
負傷した。現場に当該製品があった。

　当該製品は焼損が著しいため調査されておら
ず、詳細な使用状況も不明であることから、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/16)ガスこんろ（ＬＰガス用
）

リンナイ（株）

ハオ４１００ＦＳＨ

( 火災  重傷 )

A201300715

2013-3498

2014/01/06

(事故発生地)

秋田県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の空だき防止装置が作動せず、燃焼
が継続したことから空だきとなって缶体が過熱
し、当該製品が焼損したものと推定される。し
かしながら、当該製品の焼損が著しいため、空
だき防止装置が作動しなかった原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/21)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＪＰＳ－Ｔ

( 火災 )

A201300716

2013-3499

2014/01/10

(事故発生地)

香川県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品の電源トランスの巻線に断線と溶融
痕が認められたことから、電源トランスが過熱
により発火し、配線被覆等の周辺可燃物に引火
して出火したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/21)石油ストーブ（開放式）

（株）トヨトミ

ＬＣＲ－３０４（Ｎ）

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0052

A201300720

2013-3501

2013/12/10

(事故発生地)

神奈川県

　作業場で当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　事故状況の詳細が不明であり、出火原因も特
定できなかったことから、製品起因か否かを含
めて、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/22)石油ストーブ（開放式）

（株）コロナ

ＳＸ－Ｅ２８Ｙ

( 火災 )

A201300739

2013-3638

2014/01/15

(事故発生地)

秋田県

　異臭がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　当該製品は長期使用（約２０年）により、バ
ーナーノズルの噴霧不良等による燃焼不良や着
火不良が生じたと考えられる。そのため、燃焼
室内の残留物に未燃灯油が浸み込み引火し、送
風機の給気口からバーナーケース内に炎が漏れ
内部配線等に着火し出火したものと推定される
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/27)石油給湯機（薪兼用）

（株）長府製作所

ＨＧ－３５Ｓ

( 火災 )

A201300750

2013-3664

2014/01/19

(事故発生地)

鹿児島県

　当該製品を使用中、建物を全焼する火
災が発生した。

　当該製品の内部に異常燃焼の痕跡は認められ
ないが、一部の電気部品が確認できず、製品起
因であるか否かも含め、原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/30)石油ストーブ（開放式）

（株）トヨトミ

ＬＣ－Ｓ３２Ｄ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0053

A201300752

2013-3665

2013/12/28

(事故発生地)

北海道

　当該製品のタイマーをセットした後、
当該製品を焼損し、周辺を汚損する火災
が発生した。

　当該製品の空だき防止装置が機能しなかった
ため、空だき状態となって過熱状態が続き、事
故に至ったものと考えられるが、空だき防止装
置が機能しなかった原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/30)石油ふろがま

（株）トヨトミ

ＡＦ－２０３Ｂ（Ｎ）

( 火災 )

A201300786

2013-3782

2014/02/11

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の燃焼ポット内で発生した爆風圧で
燃焼部周辺に隙間が生じて炎があふれ、送油ホ
ースを焼損して漏れた灯油に炎が引火し、事故
に至ったものと考えられる。しかしながら、当
該製品の焼損が著しいため、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/02/14)石油ストーブ（半密閉式
）

サンポット（株）

ＫＳＨ－７０１０ＲＣ　Ｌ

( 火災 )

A201300811

2013-3906

2014/01/11

(事故発生地)

福岡県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の左側こんろを使用状態でその場を
離れたため、鍋が過熱されて出火したものと推
定されるが、事故当時の詳細な状況が不明であ
り、調理油過熱防止装置が作動しなかった原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/02/24)ガスこんろ（ＬＰガス用
）

リンナイ（株）

ＫＢＳ－Ｅ５５１ＷＩ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0054

A201300813

2013-3908

2014/02/18

(事故発生地)

広島県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、高圧トランスの２次側ゴムキャ
ップと点火プラグ接続端子との接続が不十分で
あったためゴムキャップ内で放電し、ゴムキャ
ップが燃えて上にあった電磁ポンプを熱してア
キュームレーター接続部分のＯリングを溶かし
、そこから漏れた灯油に引火して事故に至った
ものと推定される。しかしながら、２次側ゴム
キャップと点火プラグ接続端子との接続が不十
分になった原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/02/24)石油給湯機

ネポン（株）

ＵＪ－３２０　６

( 火災 )

A201300818

2013-3910

2014/02/12

(事故発生地)

岡山県

　当該製品を取り扱っていたところ、建
物を全焼する火災が発生した。

　当該製品の本体には出火した痕跡は認められ
なかったが、カートリッジタンクが確認できず
、固定タンクの焼損も著しいことから、製品起
因か否かを含め、原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/02/25)石油ストーブ（開放式）

（株）コロナ

ＳＸ－Ｄ２７ＷＹ

( 火災 )

A201300828

2013-3939

2014/02/15

(事故発生地)

新潟県

　当該製品の排気管及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　当該製品の施工説明書等には、給排気管出口
と地面との離隔距離等に関する記載がなく、給
排気管が真下向き設置され、地面との離隔距離
が近かったことや、付近に植え込みがあったこ
とから、給気に排気と湿気が混入したため、給
気管内に蓄積したタールが排気管の熱で燃焼し
、給排気管が過熱し、壁の内部から出火したも
のと推定される。

　株式会社さいかい産業では、再発防止措
置として、既販品については、顧客リスト
を基に販売店を通じ、毎年５月上旬に実施
しているシーズンオフメンテナンスを実施
。今後販売品については、施工販売希望者
への新規講習を行うほか、平成２６年４月
から設置完了報告書の提出を義務付け、異
常が見当たる場合には現地指導を行うこと
とした。

(受付:2014/02/27)ペレットストーブ

（有）さいかい産業（現　
（株）さいかい産業）

ＳＫ－０２

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0055

A201300842

2013-3982

2014/02/26

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、燃焼音が聞こえな
くなったため確認すると、当該製品を焼
損する火災が発生していた。

　当該製品の燃焼用送風機のファンが長期（約
１５年）使用により破損したため、燃焼用空気
が不足し異常燃焼が発生、その際に煙突内に風
圧がかかり、送風機側に炎が逆流したため、出
火したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/03/03)石油ふろがま

（株）トヨトミ

ＡＦ－２０５

( 火災 )

A201300861

2013-4011

2014/02/12

(事故発生地)

富山県

　建物が全焼する火災が発生し、２名が
死亡した。

　当該製品の回収できた部品に出火に至ったよ
うな痕跡が認められないため、外部からの焼損
の可能性が高いと考えられる。しかしながら、
当該製品の焼損が著しく、一部の部品が確認で
きなかったことから、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定に至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/03/07)石油温風暖房機（開放式
）

ダイニチ工業（株）

ＦＷ－３２８０Ｓ

( 火災  死亡 )

A201300868

2013-4060

2014/03/03

(事故発生地)

奈良県

　当該製品を使用したところ、当該製品
を焼損し、周辺を汚損する火災が発生し
た。

　当該製品は、送油ユニットから油漏れが発生
し、下部にある燃焼筒パッキンが灯油付着によ
り収縮したために燃焼筒パッキンにすき間がで
き、そこから溢れた炎によって灯油が引火した
ものと推測されるが、送油ユニットの油漏れ発
生箇所を特定することはできなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/03/10)石油給湯機付ふろがま

長府工産（株）

ＣＫＸ－４３０ＡＦ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0056

A201300872

2013-4062

2014/02/28

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品から出火
し、ガスボンベが破裂する火災が発生し
た。

　当該製品のストーブ器具栓とカセットボンベ
との接合部の六角ボルトに製造不良によってバ
リが生じ、また、バリの除去不十分であったた
め、六角ボルトのバリとＯリングの隙間から漏
れたガスにバーナーの炎が引火し、近辺の樹脂
にも着火してガスボンベが熱せられたため、破
裂に至ったものと推定される。

　有限会社イージースタイルは、平成２６
年９月３０日よりダイレクトメールをすべ
ての購入者に郵送し、当該製品の回収を実
施している。

(受付:2014/03/11)ガスストーブ（ガスボン
ベ式）

（有）イージースタイル

ＣＨ８１１

( 火災 )

A201300891

2013-4137

2014/03/08

(事故発生地)

北海道

　斎場で当該製品を使用中、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品の燃焼室下方の風洞へ灯油が垂れて
燃えた痕跡が認められたことから、燃焼室から
溢れた灯油に引火し当該製品内部から出火した
ものと推定されるが、定油面器等の送油経路に
異常が認められず、出火の原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/03/17)石油ストーブ（密閉式）

（株）トヨトミ

ＦＦＡ－５０２（Ｌ）

( 火災 )

A201300898

2013-4141

2014/02/24

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品で追いだきを始めたところ、
当該製品及び周辺を焼損する火災が発生
した。

　当該製品は長期使用（約２２年）により、送
油経路に錆や異物等が付着し、ふろバーナーの
ノズルに噴霧不良及び燃焼不良が生じ、発生し
た未燃灯油が気化して機器内に漏れて引火し、
火災に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/03/17)石油給湯機付ふろがま

（株）長府製作所

ＪＩＢ－７ＳＧ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0057

A201300917

2013-4211

2014/03/16

(事故発生地)

和歌山県

　当該製品を使用中、異音がしたため確
認すると、当該製品を焼損する火災が発
生していた。

　当該製品内部の送油ユニット部分について、
電磁ポンプパッキンを押さえる板がずれている
状態で組み込んだため、そのすき間から油漏れ
が発生。漏れた油が焼損筒パッキンに付着、収
縮し、熱気が漏れてバーナー付近を焦がしたと
考えられる。

　ＴＯＴＯ株式会社は、平成２０年９月に
新聞社告の掲載及びホームページにより注
意喚起を行うとともに、ＯＥＭ製品を含む
対象製品について無償点検・改修を実施し
ている。また、販売店・サービス店を通じ
て、リコール対象機種がないかの確認等、
改修促進を図っている。社団法人日本ガス
石油機器工業会では、同構造の電磁ポンプ
を保有する石油給湯機を販売した６社（Ｏ
ＥＭ含む）と共同で、平成２０年１１月か
ら１２月にかけて、順次、新聞広告を掲載
し、未改修の該当機種をご使用の消費者に
対して速やかに連絡を頂するよう呼び掛け
ている。

(受付:2014/03/24)石油給湯機

ＴＯＴＯ（株）（製造：東
陶ユプロ（株）（解散））
（長州産業（株）ブランド
）

ＲＰＨ４３ＫＬ（長州産業
株式会社ブランド：型式Ｄ
Ｘ－４１２Ｄ）

( 火災 )

A201400002

2014-0119

2014/03/04

(事故発生地)

長野県

　異音がしたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　当該製品は、長期使用（約２０年以上）によ
り電磁ポンプのＯリングが劣化し、内部に灯油
漏れが発生したため、漏れた灯油に引火し、出
火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/04/02)石油給湯機付ふろがま

（株）コロナ

ＵＫＢ－３３００ＴＸ（Ｍ
Ｓ）

( 火災 )

A201400011

2014-0171

2014/03/22

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用開始後、建物を全焼す
る火災が発生し、２名が軽症を負った。

　当該製品内部の焼損状況と、当該製品の周辺
に火元となりうるものがないことから、当該製
品から出火した火災と考えられるが、出火のメ
カニズムを特定できず、製品起因か否かも含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/04/07)石油温風暖房機（開放式
）

ダイニチ工業（株）

ＦＷ－３２４Ｓ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0058

A201400028

2014-0230

2014/03/30

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、異臭がしたため当
該製品の消火操作をした後に、当該製品
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の床暖房側ポット内で燃焼不良が起
こり、バーナー燃焼時に未燃灯油に引火して排
気管と断熱クロスが過熱されて焼損し、火災に
至ったものと考えられる。しかしながら、ポッ
ト内で燃焼不良が生じた原因が不明なため、製
品起因か否かも含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/04/14)石油ストーブ（密閉式、
床暖房機能付）

（株）コロナ

ＵＨＢ－ＴＰ１０２０

()

A201400046

2014-0294

2014/04/18

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品の制御弁セットに使用されている部
品のＯリング（パッキン）が劣化により、硬化
、収縮し、器具内に油漏れが発生。その灯油に
引火して機器内部を焼損したと考えられる。

　製造事業者である株式会社ノーリツでは
、平成１４年１０月２４日に新聞社告を掲
載し、注意喚起を行うとともにＯＥＭ製品
を含む対象商品について無償改修を実施し
ている。

(受付:2014/04/24)石油給湯機付ふろがま

（株）ノーリツ

ＯＴＱ－４０５ＳＡＹ

( 火災 )

A201400064

2014-0316

2014/04/23

(事故発生地)

北海道

　事業所で当該製品を使用中、当該製品
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は燃焼不良によりススが多量に発生
して排気管内部に積もり、揮発した未燃灯油が
ススに染み込んで高温の排気熱に過熱されて出
火し、火災に至ったものと推定されるが、燃焼
不良が生じた原因が特定できないことから、製
品起因か否かも含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/04/30)石油温風暖房機（密閉式
）

（株）コロナ

ＦＦ－７４０Ｓ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0059

A201400087

2014-0413

2014/04/26

(事故発生地)

北海道

　当該製品の煙突から出火していたので
水を掛けて消火し、当該製品の電源を切
っていたところ、異音がしたため確認す
ると、当該製品及び周辺を破損していた
。

　当該製品の燃焼室等に、異常燃焼により気化
した未燃灯油が滞留し、引火したため出火した
ものと考えられるが、引火時の衝撃によりノズ
ルアダプター固定部等が変形し、ノズルの噴霧
状態等が確認できなかったことから、製品起因
か否かを含め、原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/05/13)油だき温水ボイラ

サンポット（株）

ＣＵＧ－３１１ＵＲ

( 火災 )

A201400092

2014-0442

2014/05/09

(事故発生地)

広島県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品内の部品の設計の不具合により、ガ
バナ部のダイヤフラムに亀裂が生じて機器内部
でガス漏れが発生し、漏れたガスにバーナーの
炎が引火し、機器内の焼損に至ったものと考え
られる。

　当該製品内の部品（バーナー）の製造事
業者である株式会社世田谷製作所及び当該
製品の製造事業者である株式会社オカキン
並びに世田谷製作所からふろがまのＯＥＭ
供給を受け、販売している他２社では、平
成１９年４月１８日からホームページで告
知し、注意喚起を行うとともに、ＯＥＭ製
品を含む対象製品について無償で点検及び
部品交換を実施している。

(受付:2014/05/16)屋外式（ＲＦ式）ガスふ
ろがま（ＬＰガス用）

（株）オカキン

ＯＫ－ＡＲ型－ＬＥ

( 火災 )

A201400098

2014-0473

2014/05/14

(事故発生地)

山形県

　当該製品を使用中、当該製品から黒煙
が出る火災が発生し、当該製品及び周辺
が熱変形した。

　当該製品の電磁弁に使用されているＯリング
（パッキン）が劣化して硬化、収縮し、器具内
に油漏れが発生したことから、漏れた灯油に引
火し、火災に至ったものと推定される。

　製造事業者である株式会社ノーリツでは
、平成１４年１０月２４日及び平成１８年
１２月４日に新聞社告を掲載し、注意喚起
を行うとともに、ＯＥＭ製品を含む対象商
品について無償改修を実施している。

(受付:2014/05/20)石油給湯機

（株）ノーリツ

ＯＱＢ－４０５Ｆ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0060

A201400104

2014-0476

2014/05/10

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、異臭がしたため確
認すると、当該製品を焼損する火災が発
生していた。

　調査の結果、当該製品と浴槽をつなぐ接続ゴ
ム及び接続パイプの施工不良によりふろ側熱交
換器内の水が循環不良を起こし、機器内部の温
度が上昇してふろ側ガスガバナのダイヤフラム
が熱の影響で損傷した可能性が考えられたが、
過熱防止や空だき防止の安全装置が正常であっ
たか不明なことや、損傷したふろ側のダイヤフ
ラムの劣化状態が不明であることから、熱の影
響を判断するのに十分な情報が得られなかった
ため、製品起因か否かも含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/05/21)ガスふろがま（都市ガス
用）

（株）タイヘイ

ＴＨ－ＧＦ－７０Ｂ３

( 火災 )

A201400163

2014-0698

2014/05/31

(事故発生地)

福岡県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品が空だき時にバーナーの燃焼が継続
して過熱し、出火したものと推定されるが、空
だき安全装置が作動しなかった原因は不明であ
り、原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/06/16)ガスふろがま（ＬＰガス
用）

（株）長府製作所

ＧＦ－２００Ｄ　ＬＰ

( 火災 )

A201400199

2014-0809

2014/07/01

(事故発生地)

石川県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品の制御弁セットに使用されている部
品のＯリング（パッキン）が劣化により、硬化
、収縮し、器具内に油漏れが発生。その灯油に
引火して機器内部を焼損したと考えられる。

　販売事業者である東陶機器株式会社（現
ＴＯＴＯ(株)）では、平成１４年１０月
２４日及び平成１８年１２月４日に新聞社
告を掲載し、注意喚起を行うとともに、Ｏ
ＥＭ製品を含む対象製品について無償改修
を実施している。

(受付:2014/07/03)石油給湯機

ＴＯＴＯ（株）［製造：東
陶ユプロ（株）（解散）］

ＲＰＨ３２ＫＳＳ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0061

A201400321

2014-1300

2014/08/03

(事故発生地)

福岡県

　当該製品のタイマーをセットした後、
異臭がしたため確認すると、当該製品を
焼損する火災が発生していた。

　当該製品は機器の修理、点検及び空焚き防止
装置の作動状況を判定するため、一時的に使用
する点検用コネクター（空焚き防止装置を働か
せないようにするもの）を修理・点検後に戻し
忘れたため、浴槽排水栓の閉め方が不十分で空
焚きとなった際に空焚き防止装置が作動せず、
火災に至ったものと考えられる。

　株式会社長府製作所は、当該製品を含む
対象機種について、修理・点検時の点検用
コネクターの戻し忘れによる空焚き事故が
発生したことから、事故再発防止のため、
平成１９年７月２７日にプレスリリース及
びＨＰに情報掲載し、点検用コネクターが
付属する全ての機種について、無償点検に
より点検用コネクターの回収を実施。他の
対象機種と一部構造等が異なる２機種（Ｃ
Ｋ－１１及びＣＫ－１１Ｓ）は、空焚き防
止回路が不安定な際、空焚き防止装置の作
動頻度が多くなり修理等の依頼が増え、点
検用コネクターの戻し忘れの可能性が高く
なるため、安定的な作動確保のため基板交
換も実施。周知のため平成１９年７月２８
日に新聞社告、平成２１年１０月～平成
２２年３月までＴＶＣＭ放映、継続的に販
売・サービス店による修理・点検時に対象
機種がある場合、確認と回収等の徹底、ポ
スター掲示、店頭チラシ配布、新聞折込み
チラシ等による呼び掛けを行っている。

(受付:2014/09/02)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＣＫ－１１

( 火災 )

A201400443

2014-1624

2014/09/26

(事故発生地)

岐阜県

　当該製品のタイマーをセットした後、
当該製品を焼損し、周辺を汚損する火災
が発生した。

　当該製品は機器の修理、点検及び空焚き防止
装置の作動状況を判定するため、一時的に使用
する点検用コネクター（空焚き防止装置を働か
せないようにするもの）を修理・点検後に戻し
忘れたため、浴槽排水栓の閉め方が不十分で空
焚きとなった際に空焚き防止装置が作動せず、
火災に至ったものと考えられる。

　株式会社長府製作所は、当該製品を含む
対象機種について、修理・点検時の点検用
コネクターの戻し忘れによる空焚き事故が
発生したことから、事故再発防止のため、
平成１９年７月２７日にプレスリリース及
びＨＰに情報掲載し、点検用コネクターが
付属する全ての機種について、無償点検に
より点検用コネクターの回収を実施。他の
対象機種と一部構造等が異なる２機種（Ｃ
Ｋ－１１及びＣＫ－１１Ｓ）は、空焚き防
止回路が不安定な際、空焚き防止装置の作
動頻度が多くなり修理等の依頼が増え、点
検用コネクターの戻し忘れの可能性が高く
なるため、安定的な作動確保のため基板交
換も実施。周知のため平成１９年７月２８
日に新聞社告、平成２１年１０月～平成
２２年３月までＴＶＣＭ放映、継続的に販
売・サービス店による修理・点検時に対象
機種がある場合、確認と回収等の徹底、ポ
スター掲示、店頭チラシ配布、新聞折込み
チラシ等による呼び掛けを行っている。

(受付:2014/10/21)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＪＰＫ－Ｎ３

( 火災 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0062

A201200430

2012-1416

2012/09/05

(事故発生地)

兵庫県

　掃除をするため当該製品を持ち上げた
ところ、当該製品が破損し、負傷した。

　調査の結果、○使用者（５０代・女性）が玄
関前を掃除中右手にほうきを持ち左手に当該品
の内側から穴に手を入れて持ち上げた。○同等
品による温度試験結果及び屋外試験結果亀裂の
発生等異常は認められなかった。○外観には打
痕等の衝撃が加わった痕跡は認められなかった
。○内外面の釉薬（陶器表面に塗る上薬）部に
は全面にわたり微細な亀裂が認められたが一部
の亀裂が粘土部にまで達していたもののほとん
どの亀裂が粘土部付近で止まっていた。●詳細
な使用状況が不明のため事故原因の特定には至
らなかったが当該品の内外面の釉薬（陶器表面
に塗る上薬）部には全面にわたり微細な亀裂が
認められ亀裂により強度が低下して破損に至っ
たものと考えられるが同等品による温度試験及
び屋外試験においても亀裂の発生が再現されな
かったことから亀裂が生じた原因及び時期が不
明であり製品に起因か否かも含め事故原因を特
定するに至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/09/13)かさたて

山崎実業（株）

ＵＳ－ＴＥ

( 重傷 )

A201200810

2012-2632

2012/12/13

(事故発生地)

大阪府

　事務所で当該製品に着座中、転倒し、
負傷した。

　当該製品のナイロン樹脂製の軸受けの肉厚が
薄い箇所が破断したものと推定される。その他
の要因として、軸受けの破断面等に気泡が認め
られたことや、熱重量分析の結果から、軸受け
の低分子量成分（水分と推定）が、他の製造ロ
ットに比べて多い傾向が認められたことからも
、強度が低かった可能性もある。これらのこと
から、使用中の荷重により軸受けが破断し、座
面が落下したため、使用者が転倒したものと推
定される。　なお、同等品は、ＪＩＳ規格等に
基づく座面の静的強度試験及び耐久性試験を満
足していた。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/01/22)椅子

イケア・ジャパン（株）

４０１－６１５－９５　ダ
ルフレット　バースツール
　６３－７４　ブラック

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0063

A201200993

2012-3317

2013/02/19

(事故発生地)

三重県

　工場内のトイレで車いすから便座に移
動するため、当該製品に掴ったところ、
バランスを崩して転倒し、負傷した。

　調査の結果、○当該製品はハネ上げ式の手す
りであったが、回転部の左右ボルトに緩みが生
じ、ハネ上げができない故障状態で使用されて
いた。○左右ボルトの締め付けが不十分な場合
は、ハネ上げを繰り返すと、左ボルトに緩みが
生じ、ハネ上げができなくなった。○使用時に
少しぐらつく製品であるが、左右ボルトに緩み
が生じた場合は、少しぐらつきが大きくなった
。●当該製品のハネ上げ回転部の左右ボルトに
締付不良があり、ハネ上げの繰り返しでボルト
に緩みが生じ、ぐらつきが大きくなったため、
バランスを崩して転倒した可能性が考えられる
が、転倒状況が不明であり、何らかのきっかけ
で使用者自身がバランスを崩して転倒した可能
性も考えられるため、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/06)手すり（可動式）

（株）シコク

ＫＦ－４８０ＥＨ７０（株
式会社ＩＮＡＸ（現　株式
会社ＬＩＸＩＬ）ブランド

( 重傷 )

A201201061

2013-0051

2013/03/21

(事故発生地)

宮崎県

　施設で使用者が当該製品脇の床にしり
もちをつく状態で発見され、負傷が確認
された。

　調査の結果、○事故当時は使用者以外に人は
おらず当時の詳細な状況は不明である。○当該
製品のサイドレールは、ベッドフレームにある
円筒状の樹脂部品に差し込む構造であった。○
サイドレールの差し込み軸の長さは、ベッドフ
レーム幅よりも短く、水平方向に力を加えた際
、樹脂部品に力が加わる構造であった。○サイ
ドレールが差し込まれる樹脂部品１２個のうち
、５個が破損していた。○ＪＩＳ規格に基づい
て水平方向に力を加えたところ、樹脂部品は破
損した。●当該製品のサイドレールに水平方向
の力が繰り返し加わったことでサイドレールを
保持する樹脂部品が破損し、ぐらつきが大きく
なり、使用者が転倒した可能性もあるが、事故
当時の状況は不明であり、製品起因であるか否
かも含め、原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/28)介護ベッド

コイズミファニテック（株
）

ＫＸＺ－３２０

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0064

A201300032

2013-0183

2013/03/31

(事故発生地)

山梨県

　当該製品の脚部を組み立てていたとこ
ろ、脚部で胸を強打し負傷した。

　○座面部品をフローリングの床に置き上から
脚部品を座面の取り付け穴に差し込もうとした
○脚部品が取り付け穴にしっかり入らなかった
ため脚部品に上から体重をかけ押した際滑って
胸部を脚部品の端部に強打○事故後事業者が当
該品の４本の脚部品を座面の取り付け穴にそれ
ぞれに差し込んだ際通常よりも力を要したが所
定の位置まで差し込むことができた○脚部品の
座面への差し込みに要した力がどの程度であっ
たかは不明○脚部品は一度座面に差し込むと抜
けない構造となっており当該品の組み立て前び
各部寸法を測定することはできず●脚部品が座
面の取り付け穴に差し込みにくかったために使
用者が組立時に脚部品の上から体重をかけたと
ころ床の上に置いていた座面又は手が滑って脚
部品の端部に胸を強打したものと考えられるが
差し込みに要した力や組み付け前の部品寸法が
適正であったか不明のため製品起因か否か含め
事故原因の特定に至らなかった

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/12)椅子

イケア・ジャパン（株）

マンムット　８０１－
５８０－０１

( 重傷 )

A201300082

2013-0323

2013/03/20

(事故発生地)

東京都

　当該製品に着座中、当該製品の脚部が
破損して転倒、当該製品の座裏と脚部の
間に右足の指を挟み、負傷した。

　当該製品の座面と脚を接続するリベットのカ
シメが使用中に元に戻って脱落し、座面と脚が
外れて事故に至ったものと考えられるが、事故
以前の詳細な使用実態や、事故以前のカシメの
状態も特定できなかったことから、製品に起因
するか否かも含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/30)折りたたみ椅子

（株）ニトリ

なし

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0065

A201300232

2013-0897

2013/06/17

(事故発生地)

福岡県

　店舗に展示中の当該製品に座ったとこ
ろ、当該製品の座面フレームと脚の間に
右手小指を挟み、負傷した。

　調査の結果、当該製品に異常は認められず、
事業者直営店が当該製品を展示台上に展示した
際の固定方法が不十分であったため、当該製品
に腰掛けた拍子に当該製品の頭側脚が展示台か
ら落ち、そのはずみにフレームと足側脚の開き
止め部にできた隙間に手指を挟んだか、腰掛け
た状態で座面を動かしたことで当該箇所に隙間
ができて手指を挟んだものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/07/03)ベッド

イケア・ジャパン（株）

５０２２８３０７

( 重傷 )

A201300338

2013-1316

2013/06/15

(事故発生地)

大阪府

　当該製品に着座中、当該製品の支柱部
分が破損し転倒し、負傷した。

　当該製品のナイロン樹脂製の軸受けの肉厚が
薄い箇所が破断したものと推定される。その他
の要因として、軸受けの破断面等に気泡が認め
られたことや、熱重量分析の結果から、軸受け
の低分子量成分（水分と推定）が、他の製造ロ
ットに比べて多い傾向が認められたことからも
、強度が低かった可能性もある。これらのこと
から、使用中の荷重により軸受けが破断し、座
面が落下したため、使用者が転倒したものと推
定される。　なお、同等品は、ＪＩＳ規格等に
基づく座面の静的強度試験及び耐久性試験を満
足していた。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/08/12)椅子

イケア・ジャパン（株）

４０１－６１５－９５　ダ
ルフレット　バースツール
　６３－７４　ブラック

( 重傷 )

A201300492

2013-1944

2013/09/16

(事故発生地)

兵庫県

　大人が当該製品を踏み台にして立った
ところ、転倒し、負傷した。

　調査の結果、使用者が当該製品を踏み台とし
て使用しバランスを崩し転倒した際に、脚部に
通常使用では加わることのない方向に力が加わ
り、脚及び先端部のキャップも外れたものと推
定される。　なお、当該製品の本体及び取扱説
明書には、踏み台として使用を禁ずる表示や子
供向けの製品であることが表示されていなかっ
た。

　今後、２０１５年出荷分より、同等品の
取扱説明書において、踏み台として使用し
ないように、絵図にて注意表記を追加し、
本体表示に最大荷重表記を追記する予定。

(受付:2013/10/21)椅子（子供用）

イケア・ジャパン（株）

７０１７６６４２

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0066

A201400090

2014-0443

2014/04/17

(事故発生地)

福岡県

　施設の職員が当該製品に座って座面下
部に両手を添え前方へ移動しようとした
ところ、手指を負傷した。

　調査の結果、Ｕ字型樹脂部品が横パイプから
浮いて座面がロックされていないときにＵ字型
樹脂部品と横パイプの隙間に指を入れたまま座
面に座ったため、手指を挟んで負傷したものと
推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/05/15)折りたたみ椅子

山田工業（株）

ＹＮ－１０Ｌ

( 重傷 )

A201400148

2014-0618

2014/04/28

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、背もたれが破損し
、転倒、腰を負傷した。

　当該製品の樹脂製背もたれ部の補強金具の包
埋加工が不適切で、左側の補強金具に位置ずれ
があったため、背もたれに加わった力が分散せ
ず応力集中が生じて補強金具近傍の破損に至っ
たものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/06/05)椅子

（株）ドウシシャ

ＢＦ５８９２－ＢＬ

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0067

A201300140

2013-0539

2013/04/03

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品で上り坂を走行中、転倒し、
負傷した。

　当該製品のチェーンの内リンクに亀裂等が入
り、走行中に破断したため、使用者がバランス
を崩して転倒した可能性が考えられるが、亀裂
が入った時期や経緯が特定できないため、製品
起因か否かも含め事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/24)自転車

ホダカ（株）

ＩＬＴ２７３ＤＣ－ＭＹＣ

( 重傷 )

A201300248

2013-0939

2013/06/29

(事故発生地)

大阪府

　当該製品で走行中、トップチューブ（
本体フレーム）が破断し、転倒、負傷し
た。

　当該製品のトップチューブの製造過程で何ら
かの要因により亀裂が生じていた、又は材料強
度の不足により走行時の負荷により亀裂が発生
したため、破断に至ったものと推定される。

　ビーズ株式会社は、消費者へ広く自転車
の安全点検に関する注意喚起をホームペー
ジにて行ったところ。また、引き続き同様
の事故発生について注視していくとともに
、必要に応じて対応を行うこととする。

(受付:2013/07/10)折りたたみ自転車

ビーズ（株）

ＤＯＰＰＥＬＧＡＮＧＥＲ
　７０３

( 重傷 )

A201300633

2013-2534

2013/09/22

(事故発生地)

東京都

　当該製品で上り坂を立ちこぎ走行中、
折り畳みペダルが破損し、負傷した。

　当該製品のペダルの強度がＪＩＳの規定値を
下回っていたために、使用者が登坂中にペダル
を強く踏み込んだ際にペダル先端部が脱落して
事故に至ったものと推定される。

　製造・輸入事業者である株式会社モービ
ックは、平成２６年１２月２２日からリコ
ールを開始しており、当該製品の使用者に
対しインターネットやダイレクトメールで
、注意喚起と対策部品への交換を呼び掛け
ているところ。

(受付:2013/12/16)折りたたみ自転車

（株）モービック

ＤＷ－Ｆ２０

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0068

A201400018

2014-0196

2014/03/15

(事故発生地)

福島県

　施設で使用者（９０歳代）が当該製品
を使用して歩行中、当該製品の車輪が外
れたため、転倒し、負傷した。

　当該製品の右側後輪キャスターの車軸先端の
ナットが使用中に外れたことにより車輪が脱落
したものと考えられるが、外れたナットが紛失
していたことから、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/04/10)歩行器

（株）星光医療器製作所

１Ｓ－Ｘ型

( 重傷 )

A201400035

2014-0247

2014/01/28

(事故発生地)

大阪府

　当該製品で走行中、当該製品のフレー
ムが破断し、転倒、負傷した。

　当該製品は、前方から衝撃を受けた変形等が
認められたが、フレームの破損は溶接部近傍で
生じており、硬さ測定により破損部周辺の硬さ
が不均一であることが判明したことから、溶接
施工等が破損に影響を及ぼした可能性も考えら
れ、また、当該製品が前輪を含めて様々な部品
が交換・後付けされていることもあり、使用状
況の詳細が不明であった。よって、製品起因か
否かを含め、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/04/17)自転車

（株）ジャイアント

ＣＳ３４００

( 重傷 )

A201400116

2014-0540

2014/05/02

(事故発生地)

東京都

　当該製品に乗車してペダルをこぎ出し
たところ、当該製品の折り畳み部が破損
し、転倒して負傷した。

　当該製品の溶接工程の不備によって、破損部
分に溶接金属の溶け込み不足による溶接不良が
発生し、溶接部分の強度不足となっていたとこ
ろに、継続使用による金属疲労が徐々に進行し
たことによって、事故に至ったものと推定され
る。

　製造事業者であるパール金属株式会社は
、製造している他の形式の品質管理を強化
するとともに、既に製造を終了した当該製
品型式についても、同一機種による類似事
故は発生していないが、引き続き同様の事
故発生について注視していくこととしてい
る。

(受付:2014/05/26)折りたたみ自転車

パール金属（株）

Ｙ－１１２３

( 重傷 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0069

A201300632

2013-2533

2013/11/14

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品からお湯
が漏れ、火傷を負った。

　当該製品は、少ない湯量で使用していたこと
により、内部の空気が冷えて収縮し、側面部に
応力が集中したことと本体樹脂の高結晶化度の
影響で生じた亀裂が、繰り返し使用によって伸
展し、お湯が漏れて事故に至った可能性が考え
られるが、詳細な使用状況及び結晶化度の影響
の程度は不明であり、製品起因か否かを含め、
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/16)湯たんぽ（カバー付）

パール金属（株）

Ｈ－１２７８

( 重傷 )

A201300774

2013-3760

2013/10/12

(事故発生地)

東京都

　当該製品の左足と右足の金属製フック
（靴紐を掛ける部分）が引っかかり、転
倒して負傷した。

　調査の結果、当該製品の取扱説明書に靴紐の
結び方に関する記載がなかったために、使用者
が金属製のフックに靴紐を掛けずに歩行した際
、左右の内側の一番上のフック同士が引っ掛か
ってバランスを崩し、事故に至ったものと推定
される。

　株式会社エバニューは、本事故を受けて
、「靴紐を正しく通して、適度に締めしっ
かり結ぶ。締め方がゆるい場合は、シュー
ズの中で足が動き、捻挫や転倒などを招く
ことがある」旨の注意表記を記載した取扱
説明書を製品に同梱するようにした。

(受付:2014/02/12)靴（軽登山用）

（株）エバニュー

ＥＢＫ１３７

( 重傷 )

A201300777

2013-3783

2014/01/07

(事故発生地)

東京都

　当該製品を充電中、当該製品から発煙
した。

　調査の結果、当該製品はバッテリーの内部短
絡により発煙に至ったものと推定されるが、バ
ッテリーセルの焼損が著しいため、内部短絡が
生じた原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/02/13)リチウムイオンバッテリ
ー

恵安（株）

ＫＭＢ－１２Ｂ

( 火災 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0070

A201300906

2013-4175

2014/03/11

(事故発生地)

沖縄県

　遊技施設で当該製品を使用後、かばん
に入れておいたところ、当該製品及び周
辺を焼損する火災が発生していた。

　当該製品のノズルユニット部に異物が挟まっ
たか、着火レバー部品が欠落した状態で使用さ
れたため、ストッパー用バネがずれて、消火動
作を阻害したため、当該製品内部で残火が発生
して事故に至ったものと推定されるが、使用状
況が不明であり、異物の特定もできないことか
ら、製品起因か否かを含め、原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/03/19)ライター（使い切り型）

（株）リーイン

Ｄ－６１０ＣＲ

( 火災 )

A201400330

2014-1318

2014/07/17

(事故発生地)

三重県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品はセル内部で短絡を生
じ、発火に至ったものと推定されるが、焼損が
著しいため、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/09/04)リチウムポリマーバッテ
リー（模型用）

（有）エアクラフト

ＨＰ－ＬＧ３３５－
６５００－５Ｓ

( 火災 )



　製品区分：　08.レジャー用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0071

A201201013

2012-3397

2013/03/03

(事故発生地)

富山県

　店舗で展示中の当該製品を使用中、当
該製品に左手を挟み負傷した。

　○座面にまたがり膝屈伸運動に合わせローラ
ー付脚２本が前後に開閉する製品、脚は座面下
ギアを介し結合し開脚状態から脚の間にかけた
ゴムバンドの反発により閉脚○座面下部ギヤに
樹脂製ギアカバーが付いてたがギヤカバー底面
は開口ギヤは完全に覆われておらず○ギヤカバ
ーは脚部開閉に応じ前後２枚のカバーがすり合
うようスライドする構造○座面を右手で押し下
げた際左手は座面脇に添え座面脇に添えた手指
先は自然にギヤカバー付近に位置○ギヤカバー
は破損ギヤが露出破損した時点は不明●ギヤカ
バーは底面が開口ギヤが完全に覆われておらず
座面を右手で押し下げゴムの反発力に抗しきれ
ず座面が元の状態へ押し戻された際座面脇に添
えた左手指皮膚がせん断挙動をとるギヤカバー
に巻込まれギヤにまで指がかみ込み負傷と推定
。事故前にギヤカバーが破損の可能性あり製品
起因か否か含事故原因特定に至らず

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/12)運動器具（エクササイズ
用）

（株）テレビショッピング
研究所

３ミニッツレッグス　ＡＢ
１７００

( 重傷 )

A201201014

2012-3398

2012/12/13

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を着用してサッカーの試合中
、左脛を蹴られ、当該製品が破損、左脛
を負傷した。

　○使用者は相手ディフェンダーに当該品の上
から左脛を蹴られた。○上部から約６０ｍｍの
部分で右斜め下にかけて約３０ｍｍ破断してい
た○使用者は当該品の上からサッカー用ソック
スを着用、使い方に問題は認められず○外観に
異常は認められなかったが破断部に強度的な欠
陥がなかったかについては調査できず○使用者
が左脛を蹴られたときの詳細な状況については
特定できず○型式は抜取検査が実施されておら
ず当該品又は当該品を含むロットに関する検査
記録はなかった○事故同等品に対して落下衝撃
試験を実施した結果事業者の定める社内基準を
満たしていた○サッカー用プロテクターの強度
に関する公的な規格や業界基準は確認できず●
着用していた当該品を強く蹴られたため当該品
が破損したものと考えられるが当該品破断部に
強度的な欠陥があったか特定できておらず製造
時の検査記録もないことから製品に起因するか
否かも含め事故原因の特定に至らず

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/12)プロテクター（脛用）

アディダス　ジャパン（株
）

Ａｒｔ＃１１２９０８／　
Ｍｏｄｅｌ＃　Ｎ４０６１

( 重傷 )



　製品区分：　08.レジャー用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0072

A201300904

2013-4152

2014/02/23

(事故発生地)

東京都

　当該製品を組み立てるために運ぼうと
したところ、当該製品の脚部が動き、左
手を負傷した。

　調査の結果、当該製品や取扱説明書に、固定
バンドを外してエアシリンダが開放されたとき
の危険性が記載されていなかったために、使用
者が固定バンドを外して製品を横向きに立てよ
うとした際に、脚部が展開して指が脚部と支柱
の連結部に挟まったものと推定されるが、使用
者が取扱説明書や梱包箱の表示に従って組み立
てを行っていなかったことも事故発生に影響し
たものと考えられる。

　アルインコ株式会社は、本事故を受けて
、エアシリンダを使用者側で取り付ける方
式に変更したほか、取扱説明書や本体に注
意表示を追加した。

(受付:2014/03/18)運動器具

アルインコ（株）

ＡＦＷ１０１１

( 重傷 )

A201400071

2014-0350

2014/03/19

(事故発生地)

愛知県

　学校で当該製品を使用して打撃練習を
していたところ、当該製品のグリップエ
ンド部が破損し、破損したバットの上部
が近くにいた者の顔面を直撃し、負傷し
た。

　当該製品は、グリップエンドと芯材が接着不
良であったため、表層の発泡ウレタンのみでグ
リップエンドを保持する状態となり、使用中の
負荷で発泡ウレタンが破断してグリップエンド
が芯材から抜け、事故に至ったものと推定され
る。

　ゼットクリエイト株式会社では、再発防
止として、平成２６年３月３１日から当該
製品の回収を実施している。

(受付:2014/05/02)バット

ゼットクリエイト（株）

ＢＰＴ５３１

( 重傷 )


